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特
集

日
韓
政
治
体
制
の
比
較
研
究

1 

日
韓
利
益
団
体
の
比
較
分
析

1
1
1
一
九
八
七
年
民
主
化
以
後
の
韓
国
団
体
状
況
と
政
治
体
制

廉李辻
中

載政
鏑照 由一旦

無
作
為
抽
出
法
に
よ
る
日
韓
国
体
調
査
と
日
米
韓
の
事
業
所

統
計
等
の
詳
細
な
比
較
分
析
に
よ
っ
て
、
一
九
八
七
年
以
後
の

韓
国
の
政
治
体
制
と
市
民
社
会
の
位
相
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

九
0
年
代
の
市
民
団
体
の
爆
発
的
増
加
、
団
体
多
元
性
の
進
展

は
、
い
か
な
る
変
容
を
韓
国
社
会
に
も
た
、
り
し
た
の
か
。

は
じ
め
に

円

l
)

韓
国
は
一
九
八
七
年
の
「
民
主
化
宣
告
一
口
」
(
以
下
、
こ
の
宣
言
以
降
を

体
制
規
定
と
は
関
わ
り
な
く
、
仮
に
民
主
化
以
降
と
呼
ぶ
V

以
来
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
、
大
規
模
な
政
党
再
編
、
文
民
大
統
領
の
選
出
、

O
E
C

D
加
盟
、
地
方
自
治
制
度
の
導
入
、
経
済
危
機
そ
し
て
長
期
に
一
旦
り
権
威

主
義
体
制
へ
の
反
対
勢
力
を
代
表
し
た
金
大
中
の
大
統
領
就
任
、
と
目
ま

ぐ
る
し
く
変
貌
を
遂
げ
て
き
た
。
来
た
し
て
、
韓
国
は
、
か
つ
て
権
威
、
正

義
的
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
と
理
論
化
さ
れ
た
体
制
の
残
搾
を
切
り
捨
て
ヘ

自
由
民
主
主
義
を
擁
立
丸
、
利
諮
問
体
の
躍
如
す
る
多
元
主
義
体
制
へ
と

移
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
八

0
年
代
か
ら
民
主
化
直
後
を
彩
っ
た

労
使
が
激
突
す
る
階
級
政
治
か
ら
公
設
・
市
民
団
体
の
活
躍
す
る
公
共
ぬ

{

3

)

i

J

l

 

利
益
政
治
へ
と
様
相
を
変
え
つ
つ
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
協
辻
、
刊
誌
司

g

i
d
-
-
'
ij
i

一

G
J
j
J
Z
J
hト
l
ト

休
の
形
成
と
分
布
に
靖
国
し
、
計
量
的
、
比
較
構
造
的
に
こ
う
し
た
体
制

;
川

i
f

類
型
の
変
化
に
関
す
る
問
い
に
答
、
え
よ
、
?
と
す
る
。
回
よ
り
、
こ
う
し
た

計
量
的
分
析
自
体
へ
の
批
判
は
京
知
し
て
い
る
が
、
マ
ク
ロ
な
構
造
仮
説

の
海
出
に
は
一
定
の
有
効
性
を
持
つ
て
い
る
こ
と
を
本
稿
は
示
そ
う
と
試

み
る
。言
い
換
え
れ
ば
、
利
銑
国
体
と
い
う
概
念
、
こ
こ
で
操
作
化
さ
れ
た
団

体
指
標
が
、
比
較
政
治
的
に
、
つ
ま
り
一
国
家
の
枠
を
超
え
た
悶
家
の
変

容
、
政
治
体
制
の
変
容
を
具
体
的
に
回
に
見
え
る
形
で
示
す
適
切
な
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
で
あ
る
こ
と
を
例
証
し
、
比
較
政
治
学
に
普
通
的
な
道
具
を
提

供
し
た
い
と
思
う
。
か
つ
て
戦
後
世
界
政
治
学
会
が
交
差
社
会
的
な
比
較
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政
治
分
析
を
開
始
し
た
際
、
比
較
枠
組
み
の
出
発
点
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
た
「
利
議
集
団
」
(
開
可
ヨ
き
コ
呂
ω
∞
)
は
、
政
治
過
校
概
念
と
と
も
に
、

操
作
化
の
閤
難
さ
か
ら
比
較
政
治
概
念
と
し
て
は
長
く
用
い
ら
れ
な
か
っ

た
。
七

0
年
代
に
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
浬
論
に
よ
っ
て
「
利
益
媒
介
構

造
」
と
し
て
復
権
し
た
際
に
も
、
普
通
的
な
指
標
と
し
て
で
は
な
く
各
社

会
の
歴
史
経
路
規
定
的
な
分
析
焦
点
と
し
て
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
稿

で
行
う
よ
、
つ
な
持
近
を
行
、
つ
こ
と
で
マ
ク
ロ
な
体
制
変
化
を
測
定
す
る
普

通
的
な
尺
度
と
し
て
利
治
柴
聞
は
復
権
で
き
る
の
で
あ
る
。

時
間
と
日
本
は
、
そ
の
環
境
条
件
の
大
局
的
、
外
形
的
な
類
似
か
ら
、

「
双
生
児
」
、
「
実
験
心
理
学
に
お
け
る
対
照
統
制
群
」
に
比
さ
れ
る
こ
と

さ
え
あ
る
。
自
然
、
風
土
、
規
模
、
あ
る
程
度
の
国
際
条
件
、
そ
し
て
文

化
な
ど
に
は
な
お
霊
安
な
共
通
性
が
あ
る
が
、
他
方
、
近
代
史
、
そ
し
て
、

第
二
次
大
戦
後
の
控
史
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
発
展
を
と
げ
、
特

に
政
治
体
制
に
関
し
て
は
、
幹
回
は
長
く
権
威
主
義
体
制
下
に
あ
り
、
日

本
の
自
由
民
主
主
義
体
制
の
定
着
・
安
定
と
鋭
い
対
比
を
な
し
た
。
他
方
、

発
展
志
向
幻
国
家
と
い
う
政
治
経
済
体
制
の
類
型
付
け
を
日
本
に
与
え
た

ジ
ョ
ン

ソ
ン
は
、
韓
国
な
ど
ア
ジ
ア

Z
円
ω
の
七

O

八

0
年
代
の
発
展

を
捉
え
て
、
日
本
と
同
械
の
発
展
志
向
出
国
家
で
あ
る
と
の
位
置
づ
け
を

与
え
る
に
主
っ
た
(
ジ
ョ
ン
ソ
ン
一
九
九
四
)
。
言
、
つ
ま
で
も
な
く
経

済
・
制
度
而
に
は
両
者
に
な
お
多
く
の
共
通
点
。
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

(
辻
中

一
九
九
四
)
。
日
本
と
緯
国
の
間
に
重
要
な
類
似
、
相
違
、
模
倣
、

影
響
と
い
っ
た
復
雑
な
関
係
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
日
韓
は
こ

う
し
た
点
で
有
意
味
で
多
而
的
な
比
較
が
可
能
な
二
つ
の
社
会
で
あ
る
こ

と
は
論
を
侠
た
な
い
。

私
た
ち
の
基
本
的
な
問
題
は
、
政
治
体
制
と
利
議
団
体
は
い
か
な
る
関

係
に
あ
る
か
、
体
制
の
変
化
と
利
設
団
体
の
変
化
は
ど
の
よ
う
に
規
定
し

あ
う
の
か
、
利
益
団
体
の
種
類
、
類
型
と
体
制
の
関
係
は
い
か
な
る
も
の

か
、
と
い
っ
た
マ
ク
ロ
政
治
的
、
構
造
的
な
間
い
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
榊

造
が
現
象
を
規
定
す
る
と
い
う
仮
定
が
あ
る
(
亡
。

5
2
y
g己
N
R
r
g
J

ヨ
m
5
5
ミ一
N
U
N
、
イ
ー
ス
ト
ン
一
九
九
八
一
一
五
五
l

一
六
七
)
。
無
論
、

本
稿
は
そ
う
し
た
問
題
に
直
接
答
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ

で
は
韓
国
に
注
目
し
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
を
準
拠
枠
に
し
、
利
諮
問
体
に

焦
点
を
当
て
つ
つ
、
政
治
体
制
の
変
化
に
つ
い
て
、
計
量
記
述
的
な
比
較

推
論
に
よ
っ
て
仮
説
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
。
つ
ま
り
、
政
治
体
制
と
利

益
団
体
の
(
双
方
向
の
)
因
果
関
係
を
思
論
的
前
提
と
し
た
マ
ク
ロ
構
造

政
治
学
的
な
試
み
で
あ
る
。

「
政
治
体
制
の
変
化
」
(
以
下
断
ら
な
い
限
り
体
制
変
化
と
略
)
が
生
じ

た
か
否
か
白
休
い
か
に
把
握
す
る
か
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
(
例
え
ば
山

口
一
九
八
九
)
。
我
々
は
最
上
位
の
休
制
概
念
と
し
て
、
広
義
の
権
威
、
正

義
体
制
と
自
由
民
主
主
義
体
制
の
二
分
法
を
用
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て

本
稿
で
は
規
準
と
な
る
日
本
い
か
一
九
四
五
|
五
二
年
の
期
間
に
、
回
収
上
位

の
類
型
変
動
を
伴
う
体
制
変
化
を
経
験
し
た
と
い
う
点
は
、
前
提
と
す
る

こ
と
に
し
た
い
。
つ
ま
り
権
威
主
義
か
ら
、
自
由
民
主
主
義
体
制
へ
の

「
体
制
変
化
」
が
生
じ
た
こ
と
は
ほ
ほ
疑
い
が
な
い
(
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
一

九

九

五

一

七
l

一
八
、
ラ
セ
ッ
ト

一
九
九
六
一
付
表

2
)
。
ま
た
ア
メ

リ
カ
は
、
一
九
三

0
年
代
以
降
に
限
っ
て
も
自
由
民
主
主
義
体
制
で
あ
り
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つ
づ
け
て
い
る
。
他
方
、
下
位
の
体
制
概
念
の

一
対
と
し
て
多
元
主
義

・

コ
i
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
を
別
い
た
い
。
ア
メ
リ
カ
は
多
元
主
義
件
一
を
見
る
際
、

多
一川、
正
義
の
現
念
型
的
な
「
基
準
例
」
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
体
制
の
類

型
は
詳
述
す
れ
ば
当
然
い
く
つ
も
考
え
得
る
。
こ
こ
で
は
、
権
威
主
義
タ

イ
プ
(
も
し
く
は
悶
家
、
王
将
州
十
一)
と
自
由
主
義
タ
イ
プ
(
社
会
主
導
型
)

の
下
位
傾
型
を
も
っ

コ

!
ポ
ラ
テ
イ
ズ

ム

(
団
体
統
合
型
政
策
協
調
主

義
)
体
制
が
重
要
で
あ
る
。
純
国
で
は
権
威
主
義
下
で
の
コ

l
ポ
ラ
テ
イ

ズ
ム
の
登
場
、
衰
退
(
日
本
で
は
自
由
民
主
主
義
下
で
の
コ

ー
ポ
ラ
テ
イ

ズ
ム
の
設
場
、
衰
退
)
が
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
。
日
本
、
仏
師
国
会
」
射
程
に
い

れ
た
、
も
う
一
つ
め
型
の
下
位
体
制
論
に
、
す
で
に
触
れ
た
発
展
志
向
恒

国
家
(
付
規
制
型
国
家
)
が
あ
る
。
権
威
主
義
と
自
由
民
主
主
義
の
迎
い

を
踏
ま
え
つ
つ
、
続
日
の
類
似
と
相
違
も
焦
点
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
本
稿
で
は
、
税
関
に
お
け
る
体
制
「
変
化
」
の
限
度
と
質

を
、
利
品
ハ
胤
間
休
を
尺
度
と
し
つ
つ
、
日
米
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
権
威
主

義
l
自
由
民
、王、
主
義
、
多
元
主
義
l
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ス
ム
、
発
展
志
向
型

国
家

l
規
制
出
国
家
と
い
う
理
論
的
文
脈
で
析
出
し
よ
う
と
す
る
。
つ
ま

り
上
記
の
よ
う
な
体
制
類
型
の
変
容
が
、
政
治
事
件
・
過
程
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
た
場
合
、
利
放
団
体
に
そ
の
影
響
が
現
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ

の
団
体
セ
ク
タ
ー
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
体
制
変
化
の
程
度
と
質
が
仮
説

化
で
き
る
の
で
あ
る
。

か
つ
て
シ
ュ

ミ
ツ
タ

l

(
一
九
八
四

一
七
七
l

七
八
)
は
「
発
達
の
初

期
の
段
階
に
お
い
て
、
国
家
コ

i
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
に
し
っ
か
り
と
固
定
さ

れ
て
し
ま
っ
た
国
々
は
l
l
l社
会
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
に
向
か
っ
て
連
続

性
を
持
っ
た
政
治
的
変
換
が
生
じ
る
と
は
考
え
に
く
い

。
む
し
ろ
、
悶
家

コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ

ム
体
制
は
、
ま
ず
公
然
た
る
対
立
に
満
ち
、
多
一
而
性
を

も
ち
、
統
制
を
う
け
な
い
利
放
政
治
1

1
換
一一一罰
す
れ
ば
多
一花
、
主
義

l
lに

退
化
す

べ
き
で
あ
る」

と
予
想
し
た
。
来
た
し
て、

韓
国
は
い
か
な
る
道

を
ど
の
よ
う
に
歩
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

比
較
の
方
法
と
デ

i
タ

悶
果
関
係
的
比
較
は
、
特
定
の
変
数
の
意
義
を
服
定
す
る
た
め
の
実
験

を
模
し
た

(
す
な
わ
ち
他

の
変
数
を
制
御
し
た
)

論
理
構
造
を
持

っ
た、

「
近
似
」
的
実
体
問
め
因
果
関
係
を
検
証

・
推
測
す
る
た
め
の
比
較
を
意

味
す
る
。
こ
の
場
合
、
思
考
実
験
と
し
て
、
特
定
変
数
以
外
の
共
通
性
も

し
く
は
、
他
変
数
の
純
一
視
可
能
性
(
同
質
性
)
が
前
提
と
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
他
方
、
自
然
に
存
在
す
る
間
有
の
歴
史
的
実
体
は
、
無
作
為

州
出
法
な
ど
に
よ
っ
て
統
計
的
に
処
理
さ
れ
る
と
き
以
外
は
、
ヒ
コ
記
の
よ

う
な
意
味
で
近
似
で
あ
る
こ
と
は
あ
り
、
え
な
い
。
国
有
の
マ
ク
ロ
な
実
体
、

例
え
ば
、
国
家
や
社
会
開
の
比
較
で
は
、
限
定
的
な
思
考
笑
験
以
外
で
は

こ
う
し
た
因
果
関
係
的
比
較
は
悶
雑
で
あ
る
。
ま
ず
必
要
な
こ
と
は
両
者

を
対
照
し
、
際
史
的
な
事
実
の
単
純
化
と
事
実
情
報
の
欠
如
し
た
部
分
を

推
論
し
つ
つ
、
そ
の
共
通
点
と
相
違
点
を
洗
い
出
し
記
述
し
、
そ
の
背
後

に
い
か
な
る
一
般
性
と
特
殊
性
が
存
在
す
る
か
を
帰
納
的
に
推
察
(
記
述

的
推
論
)
す
る
と
い
う
分
析
で
あ
る
(
同
5
F
R
O
O一
出
ロ
ク
〈

qσω

巴
宏
"

の
一
戸
川
)
。
両
者
の
類
似
・
相
違
点
か
ら
、
仮
説
を
発
見
・
推
注
す
る
と
い

う
過
絞
で
あ
る
。
こ
れ
を
仮
説
発
見
的
比
較
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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こ
の
記
述
的
推
論
の
た
め
の
比
較
は
、
悶
呆
関
係
的
比
較
が
仮
説
の
検
証

を
志
向
す
る
の
に
対
し
、
仮
説
創
出
を
志
向
す
る
の
で
あ
り
、
科
学
的
般

論
法
と
し
て
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
(
グ
レ
イ
ザ
l
、
ス
ト
ラ
ウ
ス
、

第
二
ぃ
草
、
ピ

Z
E
2
5ご一

SN)
。
そ
し
て
精
進
主
義
的
な
立
場
か
ら
は
、

記
述
的
比
較
は
構
造
が
近
似
す
る
矧
型
を
同
定
し
、
民
一な
る
類
担
を
区
別

す
る
た
め
の
重
要
な
千
段
、
す
な
わ
ち
類
型
的
比
較
と
な
る
(
亡
の
ya

gの
戸

N
5一内向日目.ヨ
m
5
5
宅一

ω山
印

1
N
m
a
)

。

純
日
の
比
較
の
場
合
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
世
界
全
休
を
射
程
に

入
れ
た
大
局
か
ら
み
れ
ば
、
双
生
児
と
表
現
さ
れ
る
ほ
ど
「
近
似
性
」
が

あ
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
、
因
果
関
係
的
比
較
を
思
考
実
験
す
る
「
誘

惑
」
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
本
論
文
で
は
、
記
述
的
な
仮
説
発
見
的

な
比
較
を
行
い
、
経
験
的
な
発
見
と
し
て
提
示
し
た
い
。
手
順
と
し
て
、

総
国
で
の
利
益
団
体
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
後
、
日
本
で
の
デ
ー
タ
と
対
比

し
、
論
月
一
的
な
推
察
を
行
う
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
等
の
デ
i

タ
も
可
能
な

限
り
対
照
す
る
。
利
話
団
体
を
尺
度
と
し
、
ア
メ
リ
カ
や
日
本
を

一
一慢の

準
拠
枠
組
み
と
し
て
、
韓
国
の
こ
の
一

O
年
の
体
制
「
変
化
」
に
関
し
て

一
般
的
な
法
則
性
(
体
系
的
構
成
要
素
)
と
特
殊
性
(
非
体
系
的
構
成
要

弔
問
)
の
推
察
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
出
発
点
と
し

て
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
、
既
存
の
研
究
に
基
づ
き
、
政
治
体
制

的
な
特
徴
づ
け
を
行
い
、
そ
れ
を
も
の
さ
し
と
し
て
、
韓
国
の
一
九
八
七

年
以
降
の
利
益
団
体
セ
ク
タ
ー
と
体
制
変
佑
に
つ
い
て
仮
説
を
提
起
し
て

み
た
い
。
こ
の
仮
説
は
、
さ
ら
な
る
デ

1
0ノ
収
集
や
事
例
分
析
に
よ
っ
て
、

検
証
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

ま
ず
、
規
準
と
な
る
日
米
の
政
治
体
制
の
特
徴
づ
け
を
行
お
う
。

ア
メ
リ
カ
に
関
し
て
、
政
治
体
制
的
に
自
由
民
主
主
義
体
制
、
そ
の
下

位
類
型
と
し
て
多
元
主
義
の
「
理
念
型
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
(
ウ
ィ
ル

ソ
ン
一
九
八
六
、

ωω
一
】
谷
口
ミ

Z
S
)
。
碑
か
に
、
多
元
主
義
と
い
う
規

定
は
戦
後
登
場

(ダ
i

ル
・
リ

ン
ド
ブ
ル
ム
一
九
六
一

〔原
若
一
九
五

三
〕
)
し
、
，
そ
の
規
定
に
対
し
て
当
初
よ
り
、
ミ
ル
ズ
の
パ
ワ
ー
エ
リ
ー

ト
論
な
ど
、
頂
上
エ
リ
ー
ト
の
役
割
を
強
調
す
る
議
論
は
存
在
し
た
が
、

笑
証
的
、
比
較
政
治
的
な
視
野
を
欠
き
補
完
的
な
議
論
に
止
ま
っ
た
。
一

八
九
六
年
、
一
九
三
二
年
、
(
一
九
六
八
年
、
一
九
一
八

O
年
)
な
と
を
転

機
と
し
て
そ
の
多
一
川
主
義
に
な
ん
ら
か
の
変
容
は
見
ら
れ
る
と
考
、
手
わ
れ

る
が
、
多
元
主
義
体
制
自
体
の
変
化
、
た
と
、
え
ば
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
や

図
家
主
導
体
制
な
ど
へ
の
変
容
を
検
証
し
え
た
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

一
般
的
に
は
多
元
主
義
の
祖
型
と
見
な
し
う
る
(
下
平
一
九
九
四
)
。

日
本
に
関
し
て
は
、
か
な
り
複
雑
で
論
争
的
で
あ
る
(
村
松
・
伊
藤
・

辻
中
一
九
九
二
、
下
平
一
九
九
四
)
。
戦
前
の
時
期
、

一
九
三

0
年
代
ま

で
は
明
治
憲
法
体
制
と
い
う
天
皇
主
権
の
立
憲
主
義
下
で
、
権
威
主
義
の

色
彩
を
徐
々
に
弱
め
つ
つ
次
第
に
「
限
定
的
な
多
元
主
義
」
化
が
進
ん
だ

こ
と
、
そ
れ
が
一
九
三

0
年
代
を
へ
て
再
び
権
威
主
義
が
強
化
さ
れ
、
一
軍

部
の
独
裁
的
な
動
員
休
制
に
移
行
し
た
こ
と
に
は
ま
ず
異
論
は
な
い
(
ハ

ン
チ
ン
ト
ン
一
九
九
五
一
一
七
)
。
動
員
体
制
が
団
体
の
組
織
的
利
用
を

含
む
た
め
、
国
家
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
と
い
う
規
定
が
与
、
え
ら
れ
る
場
合

(ペ
ン
ペ
ル
・
恒
川

一
九
八
四
)
も
あ
る
c

他
方
、
戦
後
は
、
四
五
年
の

敗
戦
を
契
機
に
、
占
領
下
で
急
激
な
体
制
転
換
が
生
じ
た
(
ハ
ン
チ
ン
ト
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ン
一
九
九
五
一
一
八
)
。
自
由
民
主
主
義
体
制
の
憲
法
的
骨
格
が
整
備
さ

れ
、
次
第
に
多
元
、
王
義
の
様
相
を
濃
く
し
て
い
く
が
階
級
闘
争
性
、
国
家

主
導
性
も
除
く
残
存
し
た
。
自
由
民
主
主
義
や
多
元
主
義
の
基
礎
は
社
会

レ
ベ
ル
で
も
必
ず
し
も
強
固
で
は
な
か
っ
た
が
吋
一
九
六

0
年
代
に
は
階

級
闘
争
的
色
彩
は
急
速
に
失
わ
れ
多
元
性
を
増
す
と
と
も
に
、
一

九
七

0

年
代
か
ら
は
保
守
連
合
が
関
与
す
る
、
一
種
の

「
社
会
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ

ム
」
的
な
方
向
が
出
現
し
、
一
九
八

0
年
代
に
は
国
政
レ
ベ
ル

で
も
そ
れ

が
明
時
に
な
る
(
辻
中
一
九
八
六
)
。
と
こ
ろ
が
多
元
主
義
と
コ

ー
ポ

ラ

テ
イ
ズ
ム
の
共
壊
は

一
九
九

0
年
代
に
は
薄
ま
り
、
多
元
主
義
的
な
色
彩

が
強
ま
る
(
辻
中
一
九
九
七
)
。
こ
う
し
た
日
本
で
は
、
「
一
九
四
五
年
」

以
外
で
は
、
体
制
転
換
、
休
制
変
容
が
生
じ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
議

論
が
続
い
て
お
り
、
一
九
九
三
年
以
降
の
連
合
政
権
下
の
体
制
の
性
格
づ

け
に
つ

い
て
も
定
説
は
な
い
。
戦
後
は
自
由
民
主
主
義
体
制
下
で
多
元
主

義
、
コ

ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
、
国
家
、
王
導
の
三
つ

の
下
位
体
制
が
重
点
を
変

え
つ
つ
、
混
在
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
合
金
的
な
体
制

を

「
そ
の
目
的
」
に
着
目
し
、
発
展
志
向
型
国
家
と
呼
ん
だ
の
は
チ
ャ
ル

マ
l
ズ

・
ジ
ョ

ン
ソ
ン

(
一
九
九
四
)
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
玉
虫
色
の
合
金
性
を
、
明
快
な
規
準
と
す
る
に
は
困
難
が
あ

る
が
、
戦
前
の

「
限
定
多
元
、王
」
義
」
か
ら
「
国
家
コ

i
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
」
、

敗
戦
車
後
の
爆
発
的
な
「
多
元
化
」
と
「
階
級
闘
争
化
」
、
そ
し
て
高
度

成
長
期
以
降
の
「
多
一
元
化
」
と
「
コ

i
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
」
の
共
棲
な
ど
を
、

木
日
制
か
に
意
識
し
つ
つ
弁
別
し
て
用
い
れ
ば
、
先
に
述
べ
た
大
局
的
な

環
境
条
件
と
文
化
の
類
似
性
を
有
す
る
韓
国
を
理
解
す
る
上
で
大
変
貴
重

な
も
の
さ
し
を
提
供
す
る
。

デ
ー
タ
一
政
治
体
制
と
利
益
団
体
の
関
連
を
分
析
す
る
た
め
に
、
筆
者

逮
は
以
下
の
五
種
類
の
デ
ー
タ
を
日
韓
お
よ
び
そ
の
他
に
つ
い
て
体
系
的

に
収
集
し
た
。

(
1
)

サ
ー
ベ
イ
調
査
(
自
本
、
辻
中
豊
チ

i
ム

・
韓
国
、

廉
載
鏑
・

辻
中
豊
チ

i
ム
実
施
)
。
略
称
、

日
本

J
I
G
S、
韓
国

K
l
G
S
。
こ

の
デ
ー
タ
は
、
首
都
閤

(日
本
東
京
、
茨
城
。
韓
国
.
ソ
ウ
ル
、
京
畿

道
)
の
団
体
に
対
す
る
初
め
て
の
無
作
為
抽
出
法
で
の
郵
送
調
査
で
、
日

本
で
は
一
九
九
七
年
三

l
六
月
、
韓
国
で
は
一
九
九
七
年
一

O
l
一
二
月

に
実
施
し
た
。
母
集
団
と
し
て
は
、
職
業
別
電
話
帳
の
「
団
体
・
組
合
」

項
目
を
使
用
し
、
日
本
で
は
四
二
四
七
団
体
に
発
送
、
二
ハ
三
五
団
体
の

有
効
回
答
、
韓
国
で
は
三
八
九

O
団
体
に
発
送
、
四
九
三
団
体
が
有
効
回

答
で
あ

っ
た
(
詳
し
く
は
、
汁
一
中
ほ
か
一
九
九
八
、
汁
一
中

・
森
一
九
九
八

a
-
b
)。
電
話
を
有
す
る
団
体
全
般
へ
の
無
作
為
抽
出
で
あ
る
た
め
、

団
体
全
般
の
縮
図
と
し
て
の
性
格
が
強
い
。

(2
)

事
業
所
統
計
。
各
産
業
の
事
業
所
に
対
す
る
悉
皆
調
弦
で
あ
る

事
業
所
統
計
は
、
日
本
で
は
指
定
統
計
第
二
号
で
あ
り
、
極
め
て
信
頼
性

の
高
い
調
査
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
政
治

・
経
済
・
学
術
文
化
・
労
働
な
ど

の
団
体
事
業
所
の
事
業
所
数
と
従
業
者
数
の
統
計
が
存
在
す
る
。

各
国
で
、

下
位
分
類
に
や
や
相
違
が
存
在
す
る
。
日
本
は
一
九
五
一

l
一
九
九
六
が

利
用
可
能
で
三
な
い
し
五
年
毎
に
調
査
さ
れ
て
い
る
。
韓
国
で
は
一
九
八

一111
1

一
九
九
六
の
期
間
五
年
毎
、
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
五
九

l
九
六
で
毎



年
利
用
可
能
で
あ
る
。
事
業
所
対
象
の
調
査
で
あ
る
か
ら
、
継
続
的
な
事

業
所
空
間
と
一
名
以
上
の
従
業
者
が
い
る
こ
と
が
要
件
と
な
る
。
上
記
サ

ー
ベ
イ
の
対
象
よ
り
は
、
対
象
範
聞
は
挟
い
。
団
体
小
分
類
で
の
ソ
ウ
ル

集
中
皮
は
一
五
・
六
%
。

(3)

国
勢
調
査
c

各
産
業
(
中
分
類
)
別
の
従
業
者
の
推
移
か
把
握

可
能
で
あ
る
。
日
本
で
は
一
九
二

O

一
九
九
五
年
の
期
間
、
五
、
一

O

年
毎
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
三

O
i
一
九
九

O
年
の
期
間
が
利
用
可
能

で
あ
る
。
事
業
所
統
計
の
カ
バ
ー
し
て
い
な
い
戦
前
期
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
団
体
数
の
統
計
は
な
く
、
従
業
者
だ
け
で
あ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

(
4
)

民
間
団
体
総
覧
(
韓
国
、
以
下
斡
閣
総
覧
と
略
)
一
九
九
六
、

四
l

九
月
。
経
済
正
義
実
践
市
民
連
合
と
い
、
っ
金
泳
三
政
権
下
で
影
響
力

を
発
揮
し
た
市
民
団
体
が
後
援
し
て
い
る
週
刊
「
市
民
新
聞
」
が
実
地
し

た
包
括
的
な
民
間
団
体
調
査
。
地
方
自
治
体
、
政
府
各
省
庁
の
把
援
す
る

法
人
お
よ
び
社
会
団
体
現
状
、
部
門
別
社
会
運
動
現
状
、
地
域
別
年
鑑
、

一
九
九
五
年
一
月
か
ら
一
九
九
六
年
九
月
ま
で
の
主
要
日
刊
紙
記
事
、
イ

ン
タ
ー
ネ
y
ト
の
団
体
情
報
か
ら
基
礎
資
料
を
得
て
調
査
。
全
国
七

0
0

0
余
の
凶
体
本
部
会
」
把
握
し
た
が
、
基
礎
資
料
を
得
ら
れ
た
の
は
三
八
九

八
、
そ
の
支
所
五
五
六
九
。
ソ
ウ
ル
集
中
度
は
六
八
・
九
%
。

(5)

そ
の
他
一
韓
国
の
各
種
名
簿
や
、
日
本
の
各
種
名
簿
(
年
鑓
所

収
)
も
補
完
的
に
利
用
し
た
。
特
に
一
九
八
七
年
以
前
の
韓
国
の
状
況
は
、

統
計
な
ど
が
利
用
で
き
な
い
の
で
、
下
記
の
よ
う
な
政
府
発
行
の
各
分
野

別
名
簿
を
体
系
的
に
収
集
し
利
用
し
た
。
経
済
企
画
院
公
正
取
引
去
団
体

諜

編

一

九

八

八

、

四

、

二

O
。
文
化
広
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報
部
編
「
法
人
体
お
よ
び
社
会
団
体
登
録
現
況
』
一
九
八
回
、
七
、
三
二
。

保
健
社
会
部
編
「
法
入
団
体
現
況
』
一
九
八
四
、
一
二
、
一
。
保
健
社
会
部

編
「
女
性
団
体
現
況
」
一
九
八
七
、
一
ニ
。
韓
国
一
一
一
一
口
論
研
究
院
編
「
韓
国
新

開
放
送
鑑
』
所
収
「
国
内
ニ
一
一
口
論
団
体
現
況
」
一
九
一
八
一
八
。
韓
国
経
営
者
総

連
合
会
「
労
働
経
済
年
鑑
』
一
九
一
八
八
。
韓
国
大
学
年
鑑
編
「
研
究
文
化

団
体
現
況
』
(
株
)
エ
ド
ヨ
ン
グ
一
九
八
四
。
商
工
部
「
政
府
傘
下
投
資

機
関
お
よ
び
団
体
現
況
」
一
九
八
九
。
同
械
に
日
本
の
戦
前
に
つ
い
て
も

向

日

時

事

通

信

社

編

発

行

一

九

四

二

ほ

か

を

利

用

し

J
/」
O

2 

全
般
の
流
れ
か
ら
見
た
問
題
提
起

ま
ず
、
多
様
な
同
体
の
全
般
的
な
動
向
を
、
韓
日
で
見
る
こ
と
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
疑
問
が
生
じ
、
い
か
な
る
推
論
が
可
能
か
見
て
お
き
た
い
。

全
般
の
動
向
と
体
制
の
「
変
化
」
か
ら
、
い
か
な
る
表
見
的
な
関
係
を
と

ら
え
う
る
か
。

図
l
i
B
か
ら
は
、
今
世
紀
の
韓
国
に
お
い
て
、
加
速
度
的
に
団
体
設

立
数
が
増
加
し
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
る
。
そ
れ
を
一
九
四
五
年
以
後

に
限
っ
て
よ
り
詳
細
に
見
た
図
1
1
C
か
ら
は
、
「
民
主
化
政
策
」
を
開
始

し
た
と
さ
れ
る
虚
泰
怒
政
権
以
後
に
団
体
設
立
が
多
い
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
し
か
し
、
現
存
す
る
団
体
に
は
民
主
化
以
前
に
設
立
さ
れ
た
団
体
も

六
割
弱
(
五
八
・
九
%
)
を
占
め
て
い
る
。

こ
こ
に
示
さ
れ
た
団
体
の
設
立
は
、
「
現
存
す
る
」
「
首
都
圏
」
団
体
の

で
あ
っ
て
、
実
際
の
設
立
状
況
そ
の
も
の
と
は
異
な
る
こ
と
に
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主心土担塁
(]988.2.25~ 

立動向:1945-1987 

〔斡国の各共和国および憲法改正年表〕

(注:各共和11]1立志法公;'ji13を規準とする)
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図1-A 韓国の団体設
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ノ f大統領;Iil¥ ¥948.7.¥7 (;，立法公:川
市l慾1117?- (;，~;;;::~';::.; I ¥1]1会一院) ¥948.8.15 

、 ， (大将民IJ;li&M樹立:LUril
第 1;欠改'!ai(岐本改怒) 1952.7.7公'(ri

(笈ILJ政治波動)

第2;XL~(';&'( ( j~l大統領 1 削 11.29公社i
J し~ut{\ ¥ uri.ih谷)(:{ j恰5人波動)

立YS次改:せて

m(j;'Xl'!:1.7t!!. 

1945146 47 48149 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60161162163646566 
200 I 

20 

180 

160 

①団体の設立:数推移

140 

120 

初期半自体的多元化

100 

経済団体
80 

ハU
ρ
h
u
 

40 

50 

出所:.i:l:ヰ'1994:472. 
資料:経済企画院公正取引笠間体:諜編[事業者団体役立'fl#;'現況j1988人20. 文化広報~~ít，前
編 f女性団体現況J1987ふ純国言論研究続編{特区!新開放送if鍛j所収「国内言論団体現
エドヨング1984o f商工t~í 政府傘下投資機関および団体現況j 19890 (以上，全て斡国Nm



26 

45回世

保25

1884-1997 韓国の団体設立動向図1-8
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注
意
が
必
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で

に
消
滅
し
た
団
体

の
設
立
は
記
録
さ
れ
な

い

こ
と
、
首
都
圏
以
外
が
無
視
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
前
者
に
由
来
す
る
食
い
違
い
は

図

l
l
A
と
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
端

的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
図

1
1
A

は
一
九
八
七
年
前
後
で
の
各
種
政
府
編
集
名

簿
に
よ
る
団
体
設
立
の
記
録
で
あ
る
。
こ
れ

は、

K
l
G
S
と
は
性
質
が
異
な
る
可
能
性

が
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
唯

一
比
較
可
能
な

デ
l
タ
で
あ
る
。

こ
の
デ
ー
タ
が
語
る
の
は
、
「
民
主
化
」

開
始
以
前
の
現
存
団
体
設
立
記
録
で
は
、
一

九
六
二
年
か
ら
六
六
年
に
か
け
て
の
第
一
期

朴
政
権
の
前
半
、
八
一
年
か
ら
八
三
年
に
か

け
て
の
全
政
権
の
前
半
に
大
き
な
団
体
設
立

の
山
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
朴
政
椛
で

は、

経
済
団
体
、
続

い
て
文
化
関
連
団
体
が

多
数
設
立
さ
れ
八
七
年
ま
で
存
続
し
た
こ
と

が
、
ま
た
全
政
権
で
は
経
消
団
体
、

科
学

・

研
究
・
教
育
団
体
、
文
化
関
連
団
体
が
か
な

り
設
立
さ
れ
八
七
年
ま
で
存
続
し
た
こ
と
が

見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

93 88 81 73 6061 63 49 
0 
45 
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日本の団体設立動向:1890-1997 QIGS1997) 
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言
わ
ば
、
こ
こ
に
は
朴
、
全

に
よ
る
「
権
威
主
義
的
な
上
か

ら
の
団
体
革
命
」
「
権
威
主
義

的
(
開
発
型
)
コ
i
ポ
ラ
テ
イ

ズ
ム
」
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
い
ず
れ
の
政
権
も
、
そ
の

初
頭
に
そ
の
「
手
段
と
し
て
の

団
体
」
の
設
立
を
強
力
に
促
し

た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
一
九
八
七
年
ま
で

の
政
治
体
制
に
お
い
て
は
、
少

な
く
と
も
一
九
六

0
年
代
の
朴

政
権
初
頭
の
団
体
設
立
の
軌
跡

が
よ
く
保
存
さ
れ
、
当
時
の
団

体
が
存
続
し
て
い
る
こ
と
に
も

注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
朴
、
全
政
権
初

頭
の
団
体
設
立
の
山
は
、
一
九

九
七
年
の

K
I
G
S
調
査
に
お

い
て
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
痕
跡
を

見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
他

方
で
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に

割
合
と
し
て
み
れ
ば
、
全
政
権

資料
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以
前
の
団
体
も
相
当
数
残
存
じ
て
い
る
こ
と
に
は
留
意
し
て
お
き
た
い
。

こ
こ
で
、
発
生
す
る
疑
問
は
、
ま
ず
こ
の
「
か
な
り
大
き
な
団
体
変
動

を
い
か
に
政
治
体
制
の
変
化
と
い
う
観
点
か
ら
は
評
価
で
き
る
か
」
(
本

節
)
ま
た
「
こ
の
変
動
で
い
か
な
る
団
体
が
消
え
、
い
か
な
る
団
体
が
残

っ
た
か
」
と

い
う
団
体
類
型
と
政
権
(
も
し
く
は
「
体
制
」
)
変
動
と
の

関

係

(
関
節
)
で
あ
る
。
ま
ず
前
者
を
考
察
す
る
た
め
に
、
来
た
し
て
韓

国
に
生
じ
た
こ
と
は
、
特
殊
な
こ
司
と
な
の
か
、
例
え
ば
日
本
で
も
歴
史
的

に
観
察
で
き
る
か
ど
う
か
を
見
た
い
。

図
2
1
A
を
児
て
い
こ
う
。
日
本
サ
ー
ベ
イ

(J
I
G
S
)
で
は
、
大

き
く
三
つ
、
よ
り
詳
細
に
は
五
、
六
回
の
現
存
団
体
の
設
立
の
山
(
波
)

が
見
出
さ
れ
る
。
日
本
で
の
設
立
は
近
年
に
な
る
ほ
ど
多
い
と
い
う
訳
で

は
な
く
、

い
わ
ば
韓
国
の
一
九
八
七
年
で
の
名
簿
デ
ー
タ
(
図

1
1
C
)

の
グ
ラ

ブ
と
同
様
に
、
過
去
に
山
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
四
六

l
四

七
年
、
五
二
l
五
三
年
、
六
一
ニ
!
六
四
年
、
七
二
l
七
三
年
な
ど
の
大
き

な
設
立
の
山
が
現
在
も
く
っ
き
り
と
痕
跡
を
残
し
て
い
る
。
他
方
で
、
こ

の
図
と
図

2
l
B
と
対
照
す
れ
ば
へ
こ
の
痕
跡
も
や
は
り
戦
前
の
軌
跡
を

ほ
と
ん
ど
保
存
し
て
は
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

特
日
の
共
通
性
は
、
次
め
よ
う
に
耀
め
う
る
だ
ろ
う
。

川
多
数
の
団
体
設
立
が
な
す
山
は
、
感
史
上
何
度
か
見
ら
れ
る
が
、
そ

れ
が
す
べ
て
軌
跡
と
し
て
現
存
す
る
の
で
は
な

い。

ω日
本
で
は
一
九
四
五
年
以
前
、

韓
国
で
は
一
九
八
七
年
以
前
の
同
体

の
相
当
数
が
、
消
滅
し
た
と
推
定
さ
れ
れ
る。

ω羽
衣
の
グ
ラ
フ
か
ら
は
消
失
し
た
、
か
つ
て
の
団
体
の
増
大
期
と
し

て
、
日
本
で
は
一
九
二

0
年
代
か
ら
一
一
一

0
年
代
前
半
(
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
期
)
、
一
九
四
O
年
前
後
(
大
政
翼
賛
・
統
制
期
)
が
あ
る
し
、
韓
国

で
は
、
朴
、
全
政
権
の
初
頭
の
「
上
か
ら
の
団
体
革
命
期
」
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
批
定
は
、
果
た
し
て
他
の
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
も
支
持
さ
れ

る
だ
ろ
う
か
(
三
、
五
節
)
。
「
民
主
化
」
期
の
韓
国
の
団
体
の
状
況
は
い

か
な
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
よ
り
詳
し
く
は
ど
の
よ
う
な
団
体
が
多
数
設
立

さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
(
問
、
ム
ハ節)。

ま
た
韓
日
の
相
違
点
と
し
て
、

ω日
本
で
の

一
九
四
五
年
以
前
、
韓
国
で
の
一
九
八
七
年
以
前
の
団
体

の
消
滅
の
仕
方
が
、
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
韓
国
で
は
、
一
九
九
七
年

の
時
点
で
六
割
近
く
が
な
お
八
七
年
以
前
の
設
立
で
あ
る
が
、
日
本
で
一

九
九
七
年
の
時
点
で
一
九
四
五
年
以
前
の
設
立
は

λ
'
二
%
で
あ
る
。
こ

れ
は
一
O
年
前
と
五
O
年
余
り
前
で
あ
る
と
い
う
時
期
の
差
が
説
明
す
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
過
去
に
行
わ
れ
た
事
業
所
統
計
の
設
立
調
査
で

も
、
一
九
五
七
年
調
べ
で

一
四
・
五
%
、
八

一
年
制
べ
で
一
ニ

・
O
%
が
戦

前
の
設
五
に
過
ぎ
ず
、
韓
国
と
比
べ
て
、
団
体
の
「
断
総
」
皮
は
日
本
の

方
が
自
に
見
え
て
高
い
(
辻
中

一
九
八
八
一
六
三
)
。

こ
う
し
た
団
体
状
況
の

「
断
絶
皮
」
の
設
が
実
際
上
の
も
の
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
そ
の
原
因
と
し
て
三
つ
の
可
能
性
が
汚
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

ω
体
制
変
化
「
後
」

の
団
体
の
自
由
度
状
況
が
も
し
間
程
度
と
仮
定
す

れ
ば
、
変
佑
前
、
す
な
わ
ち
、
日
本
の
戦
前
(
戦
時
体
制
、
国
家
コ

i
ポ

ラ
テ
イ
ズ

ム
)
と
韓
国
の
民
主
佑
以
前

(朴
・

九
十
一
刻
の
権
威
主
義
)
を
比

べ
て
、
待
問
の
方
が
団
体
の
自
由
度
が
大
き
く
、
そ
れ
ゆ
え
氏
、主
化
後
も
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図3-A韓国の団体事業所数1981-1996
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そ
れ
ら
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団
体

の
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る
校

皮
民
主
的
な
も

の
は
存
続
可
能

で
あ
っ
た
。
ま

弘
、
」
，

γ品、

a~、r
↑」レ
U

1
7
J
F
L
u
-
E
t
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亡
一
イ
l

以
前
の
団
体
が
、

こ
う
し
た
体
制

変
化
に
寄
与
し
、

そ
れ
ゆ
え
存
続

した，。
ω
体
制
変
化

「
前
」
の
団
体

の
自
由
度
状
況

が
も
し
間
程
度

と
仮
定
す
れ
ば
、

変
化
後
の
状
況

の
自
由
化
度
の

差
を
示
す
。
つ

ま
り
、
日
本
の

戦
後
の
方
が
よ

り
自
由
度
が
大

き
く
、
そ
れ
ゆ
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韓国の団体従業者数1981-1996図4-A
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日本

え
よ
り
爆
発
的
な
増
大
を

見
せ
、
断
絶
度
が
高
く
、

残
存
度
が
低
く
な
っ
た
。

O

A
、

B
の
要
因
の
複

A
口。

筆
者
ら
は
、

C
で
は
な

い
か
、
つ
ま
り
、
変
化
前

後
の
体
制
変
動
の
落
差
が
、

変
化
前
と
変
化
後
の
両
方

の
観
点
か
ら
韓
国
で
は
日

本
よ
り
小
さ
い
、
と
推
察

す
る
が
、
そ
の
検
証
は
さ

ら
な
る
体
系
的
な
検
討
が

必
要
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

変
化
以
前
の
体
制
に
つ
い

て
、
ガ

1
(の
乙
『
♂
吋
包

-
N
o
u
m
w
Z
)
、

マ

オ

ツ

(
7由
民

O
N
W
N
月
〈
)
に
よ
れ

ば
(
一
再
引
用
は
ラ
セ
ッ
ト

一
L

L
」

¥

斗

リ
三
凡
〉
J

こ
ト
ド

一
寸
ノ
，
7
ノ
一
/
・

rr
1
一

-Z
，
d
l
h
r
-
C

る
)
、
氏
、
王
制
と
権
威
主

義
体
制
の
中
間
的
形
態
で

あ
る
。
ま
た
体
制
の
変
化



そ
の
も
の
に
対
し
て
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
は
韓
国
の
体
制
変
化
を
政
府
と
反

対
派
と
の
「
共
同
行
為
」
に
よ
っ
て
民
、
王
化
が
生
み
出
さ
れ
た
「
体
制
転

換
」
と
分
類
(
一
九
九
五
一
一
一
一
、
一
四
七
)
し
て
い
る
し
、
金
治
鋲

(
一
九
九
三
二
ニ
八
五
)
は
革
命
モ
デ
ル
と
上
か
ら
の
民
主
化
モ
デ
ル
の

折
衷
で
あ
る
「
妥
協
モ
デ
ル
」
と
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
山
住
輩
集
(
一
九

九
七
一
一
一
一

O
i三
五
)
も
民
主
佑
後
の
金
泳
三
政
権
も
な
お
保
守
の
「
上

か

ら

の

改

革

」

で

あ

り

、

依

然

と

し

て

「

発

育

不

全

の

と

規

定
す
る
。

3 

団
体
数
変
化
の
統
計
的
比
較

韓
国
の
一
九
八
七
年
前
後
で
事
業
所
統
計
か
ら
は
い
か
な
る
変
化
が
観

察
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
変
化
と
類
似
の
現
象
は
日
本
で
も
観
察

で
き
る
だ
ろ
う
か
(
辻
中
一
九
九
四
、
一
九
九
七
、
一
九
九
八
も
参
照
)
。

韓
国
の
統
計
(
図

3

A
、
表

l
参
照
)
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
は
、

第
一
に
全
体
数
が
一
九
八
七
年
を
挟
む
一
九
八
六

l
九
一
年
の
期
間
に
か

け
て
、
減
少
(
二
六
・
八
%
減
)
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二

に
、
そ
の
後
一
九
九
一
1

九
六
年
の
期
間
に
か
け
て
、
一
一
一
倍
増
(
三
・
一

九
倍
)
と
い
う
器
発
的
急
増
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

や
や
詳
し
く
記
述
し
て
み
よ
う
。
特
に
著
し
い
の
は
経
済
団
体
の
急
減

で
あ
る
。
最
大
値
を
一
不
す
一
九
八
一
年
比
較
で
三
分
の
一
(
三
回
・
四

%
)
に
減
少
し
て
い
る
。
一
九
八
六
1

九
一
年
に
か
け
て
減
少
し
た
の
は
、

経
済
、
専
門
家
と
そ
の
他
の
団
体
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
労
働
、
政
治
団
体

な
ど
は
増
大
す
る
も
の
の
、
経
済
団
体
の
一
九
八
六

l
一
九
九
一
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年
の
期
間
は
全
体
と
し
て
減
少
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
八
一

l

九
六

年
の
期
間
で
の
経
済
団
体
以
外
の
変
化
を
み
れ
ば
、
「
そ
の
他
」
が
一
一

六
二
・
九
%
、
労
働
八
一
二
四
・
四
%
、
政
治
三
九
九
・
五
%
、
専
門
家
三

四
四
・
五
%
、
(
{
一
市
教
も
二
五
一
・
五
%
)
の
増
大
、
宗
教
以
外
の
一
分
類

計
で
も
二
六
三
・
六
%
の
伸
び
を
示
し
て
い
る
。

同
様
の
こ
と
は
団
体
の
従
業
者
べ

i

ス
(
図

4
1
A
、
表

2
)
で
も
観

察
で
き
る
。
全
体
は
一
九
人
六
i

九
一
年
の
期
間
に
か
け
て
、
減
少
(
一
一

四
・
七
%
減
少
)
し
て
い
る
が
、
一
九
九
一

l

九
六
年
の
期
間
に
か
け
て
、

三
倍
増
(
一
了
八

O
倍
)
で
あ
る
。
特
に
経
済
団
体
は
最
大
値
を
示
す
一

九
八
一
年
比
較
で
四
分
の
一
(
二
五
・
九
%
)
に
減
退
し
た
。
一
九
八
六

!
九
一
に
か
け
て
減
少
し
た
の
は
、
経
済
、
専
門
家
と
そ
の
他
の
団
体
で

あ
る
。
一
九
八
一

i

九
六
で
の
経
済
団
体
以
外
の
変
化
を
み
れ
ば
、
労
働

二
四
八
九
・
一
二
%
、
「
そ
の
他
」
が
一
七
七

0
・
七
%
、
政
治
四

O
二
・

二
%
、
専
門
家
三
七
一
・
一
一
一
%
、
(
{
一
一
小
教
も
一
ニ

O
一
・
四
%
)
と
爆
発
的

に
増
大
し
、
宗
教
以
外
の
団
体
計
で
も
一
九
三
・
一
%
の
伸
び
を
示
す
の

で
あ
る
。
こ
の
減
少
と
爆
発
的
増
大
は
、
す
で
に
前
節
で
み
た
サ
ー
ベ
イ
の
結
果

と
符
合
す
る
が
、
そ
れ
以
上
の
増
大
ぶ
り
で
あ
る
。
か
つ
て
存
在
し
た
団

体
設
立
の
山
(
朴
、
全
政
権
で
の
上
か
ら
の
団
体
革
命
)
は
消
滅
し
、
八

七
年
以
降
団
体
設
立
は
急
増
し
た
と
い
う
事
実
は
、
こ
の
悉
皆
統
計
で
裏

付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て

日
本
に
お
い
て
、
類
似
の
パ
タ
ー
ン
、
時
期
は
存
在
し
た
か
と
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い
う
問
題
で
あ
る
が
、
す
で
に
サ
ー
ベ
イ
で
見
た
よ
う
に
一

九
四
五
年
以

後
の
数
年
で
同
憾
の
こ
と
が
生
じ
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
た
だ
統
計

は
、
敗
戦
直
後
の
悦
乱
や
統
計
め
休
系
の
変
動
も
あ
り
こ
の
時
期
に
つ
い

て
十
分
な
カ
ハ
ー
を
し
て
い
な
い
。

事
業
所
統
計
(
図

3
1
B
)
で
継
続
的
な
観
察
が
可
能
な
一

九
五

一
年

以
降
に
お
い
て
団
休
数
で
減
少
し
た
の
は
一
九
五
四

l
五
七
年
の
期
間

三
二

・
二
%
減
)
、
同
体
分
知
で
は
、
経
治
が
主
(
山
一
ニ

・
四
%
減
)

で

あ
る
。

間
体
従
業
者
数
(
図

4
!
日
)

で
減
少
し
た
の
は
、
一
九
五

一
|

一
九
五
七
(
七

0
・
六
%
減
少
)
年
の
期
間
、
間
体
分
知
別
に
は
全
般
に

減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
推
察
す
る
に
、
減
少
の
期
間
と
い
う
類
似
性

戸

A
RU
旬

は
あ
る
が
、
労
働
の
位
置
な
ど
呉
な
る
内
容
を
含
む
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
そ
の
後
に
爆
発
的
な
増
大
が
続
く

わ
け
で
は
な
い

。

一
九
四
五
年
を
挟
む
時
期
で
利
用
が
可
能
な
統
計
は
、
国
勢
調
査
で
あ

る
。
そ

こ
て
の
間
休
従
業
者
は
、
必
ず
し
も
戦
前
と
戦
後
で
う
ま
く
噛
合

っ
て
い
る
と
は
一
再
え
な
い
か
、
雑
多
な
関
連
サ
ー
ビ
ス

(社
会
福
祉
・
社

会
保
険
、
協
同
組
合
、
学
術
研
究
機
関
な
ど
)
を
含
ん
だ
広
義

め

「
凶

体
」
従
業
者
で
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

図

5
で
み
る
と
、

一
九
四
七
年
と
一
九
五
O
年
の
問
に
急
械
が
観
察
さ

れ
、
広
義
の
間
体
は
四
五

・
O
%
の
減
少
で
あ
る
。

こ
の
時
期
が
韓
国
の

一
九
八
六
i
九
一
年
の
時
期
と
類
似
で
あ
る
と
推
測
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

ち
な
み
に
こ
の

一
九
四
O
|
四
七
年
の
時
期
の
広
義
団
体
の
従
業
者
密

度
は
、
全
従
業
者
比
で
見
て
も
同
時
期
の
ア
メ
リ
カ
の
水
準
を
凌
駕
し
て

い
た
し
、
一
九
四
O
年
に
は
絶
対
数
で
も
ア
メ
リ
カ
を
上
回
っ
て
い
た
の

団体従業者数の批移 (国勢調査)1920-1995(単位 :1000人)図5

1800 
1600 
1400 
1200 

人 1000
800 
600 
400 
200 
0 
20 951j'. 
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いる丹 1920ff: '~~ニ i~:j 慈待。政治白 tjうど その他の団体矛1930.40iF:往来tliH体。 その仙の団体。
1947ir :経済政治。'jj働 t その他の団体

90 85 80 60 55 50 47 40 30 

汀:

で
あ
る
(
詳
し
く
は
辻
中

一
九
九
四
一
四
五
六
1

山

五
八
)
。

こ
れ
は
後
に
時

間
の
坑
状
を
見
る
と
き
参

考
に
な
る
現
象
で
あ
る
。

一
九
四
七
年
と
い
う
戦

FLfon

一司「
j
九
J
H吋
三
上
つ
七
寸

f
iー
へ

J

一
日
日
日
日
お
ヲ
ヨ
M
オド

グ

H

ι…
の
意
味
は
絞
雑
で
あ
る
。

戦
前
期
の
残
存
と
新
し
い

間
体
噴
出
の
混
合
で
あ
る

可
能
性
が
す
川
い
か
ら
で

ふ
め
勺
令
。一
九
四
七
年
に
は
な
お

崎
前
期
の
司
一
体
、

法
争
力

l

l

j

{

l

a

i

-

-

コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
的
動

員
に
よ
っ
て
水
限
れ
し
た

団
体
が
残
存
し
て
い
た
。

旧
来
の
農
業
団
体
は

一
九

四
七
年
二
一
月
の
農
業
団

体
務
理
に
関
す
る
法
律
に

よ
っ
て
八
ヶ
月
以
内
に
解

散
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

当
時
は
存
在
し
た
し
、
統



制
会
は
一
九
四
六
年
八
月
以
降
解
散
し
て
い
く
が
、
大
部
分
は
新
し
い
経

済
団
体
に
再
編
成
さ
れ
な
お
経
済
安
定
本
部
の
監
督
の
下
、
統
制
経
済
的

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
一
九
四
八
年
七
月
に
事
業
者
団
体
法
が
施
行
さ
れ

る
ま
で
引
き
続
き
、
旧
来
の
部
影
を
残
し
た
。
他
方
で
、
政
党
・
政
治
団

体
の
爆
発
的
結
成
、
労
働
組
合
の
急
速
な
結
成
、
的
庶
民
運
動
の
輿
降
、
市

民
団
体
の
活
発
化
な
ど
新
興
団
体
の
増
大
も
一
九
四
七
年
の
重
要
な
側
面

で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
団
体
の
解
体
、
看
板
の
拾
一
り
替
え
、
出
組

識
の
凍
結
解
除
、
新
型
組
織
の
登
場
(
石
田
一
九
七
八
一
七
九
頁
及
び
第

二
、
四
章
参
照
)
と
い
っ
た
複
雑
な
変
動
と
と
も
に
、
な
お
旧
組
識
が
不

安
定
な
が
ら
残
存
し
て
い
た
部
分
も
見
ら
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
一
九
四
七
年

の
統
計
数
値
は
戦
前
と
戦
後
の
体
制
の
岡
市
を
含
む
複
雑
な
数
値
で
あ
る

よ
う
に
推
察
さ
れ
る
。
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日
本
と
の
比
較
で
は
、
日
本
の
デ
l
タ
が
必
ず
し
も
、
一
九
四
五
年
を

挟
ん
で
明
確
で
は
な
い
た
め
、
こ
こ
で
の
デ

i
タ
だ
け
で
は
確
た
る
こ
と

を
一
一
一
一
口
、
え
な
い
が
、
一
九
四

0
年
代
後
半
、
五

0
年
代
初
頭
(
中
盤
ま
で
)

に
生
じ
た
変
動
と
の
類
似
性
と
相
違
は
注
目
に
値
す
る
。
恐
ら
く
日
本
で

は
、
一
九
四
五
年
の
後
に
、
団
体
の
急
速
な
形
成
と
減
少
が
「
同
時
に
生

じ
た
」
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

団
体
の
解
体
、
減
少
に
関
し
て
は
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
事
業
所
統

計
の
設
立
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
七
年
調
べ
で
一
回
・
五
%
だ
け
が
戦

前
の
設
立
で
あ
っ
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
、
フ
に
、
一
九
四
五
年
か
ら
五
七

年
に
か
け
て
、
八
五
・
五
%
の
戦
前
団
体
は
(
改
変
、
継
承
な
ど
を
含
め

て
)
消
滅
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
事
業
所
統
計
で
の
一
九
五
一
年
か
ら

五
七
年
に
か
け
て
の
数
値
は
、
戦
前
か
ら
の
団
体
の
消
滅
と
戦
後
産
ぐ
に

で
き
た
団
体
の
整
理
が
重
な
っ
た
結
果
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。
ま
た
そ

の
後
の
爆
発
的
な
増
大
に
つ
い
て
は
、
統
計
上
は
対
応
す
る
デ
!
タ
が
欠

け
て
い
る
が
、
既
に
見
た
日
本
の
サ
ー
ベ
イ

(
J
I
G
S
)
に
お
い
て
大

き
な
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
こ
の
傾
向
に
つ
い
て
は
他

の
個
々
の
団
体
毎
の
統
計
(
労
働
組
合
統
計
、
農
民
組
合
統
計
な
ど
)
で

筆
者
も
別
の
論
文
に
お
い
て
検
証
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
(
辻
中
一
九
八

四)。韓
日
の
類
似
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
注
意
す
べ
き
は
、
日
本
で
は

敗
戦
直
後
の
団
体
の
整
理
減
少
、
並
行
す
る
爆
発
的
増
大
の
後
に
、
全
体

と
し
て
団
体
再
整
理
・
減
少
の
時
期
が
来
た
よ
う
に
推
察
で
き
る
こ
と
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
一
九
五

0
年
代
中
盤
の
現
象
で
あ
る
。
韓
国
の
一
九
九

0
年
代
の
爆
発
的
増
大
と
そ
の
後
の
影
響
を
考
え
る
上
で
、
日
本
で
の
急

増
後
の
再
整
理
期
の
到
来
は
意
義
深
い
。

4 

団
体
分
類
毎
の
設
立
パ
タ
ー
ン
分
析

で
は
、
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
な
韓
国
に
お
け
る
一
九
八
七
年
前
後
の

大
き
な
変
動
は
い
か
な
る
間
体
類
型
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
だ

ろ
う
か
。
す
で
に
事
業
所
統
計
に
よ
っ
て
、
経
済
団
体
の
急
減
、
専
門
家
、

そ
の
他
の
団
体
の
減
少
、
他
方
、
一
九
九
一
年
以
後
の
爆
発
的
増
大
が
、

と
り
わ
け
「
そ
の
他
」
の
団
体
と
労
働
団
体
に
よ
っ
て
、
ま
た
よ
り
伸
ぴ

は
低
一
い
が
政
治
、
専
門
家
、
宗
教
団
体
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
こ
と
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3 

韓国における団体分類毎の設立年パターン~6“A 

一一均経済団体

一四教育団体
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韓国における団体分類毎の設立年パターン図6-B
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韓国における団体分類毎の設立年パターン図6時 C
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は
見
た
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
さ
ら
に
、
韓
日
の
比
較
サ
ー
ベ
イ
分
析

と
韓
国
民
間
団
体
総
覧
デ
ー
タ
を
基
に
詳
し
く
パ
タ
ー
ン
を
分
析
し
て
み

卜
そ
っ
。まず
、

K
I
G
S
デ
!
タ
の
団
体
分
類
別
の
設
立
年
分
析
を
行
う
。
こ

こ
で
は
政
権
毎
の
設
立
割
合
分
析
に
よ

っ
て
、
農
業
、
経
済
、
労
働
、
教

育
、
行
政
関
係
、
福
祉
、
専
門
家
、
政
治
、
市
民
、
宗
教
、
そ
の
他
の
一

一
の
団
体
分
類
を
大
き
く
一
二
つ
の
類
型
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ぃ

ω一
九
八
七
年
民
主
化
、
庇
泰
恐
政
権
以
前
に
設
立
の
中
心
が
あ
る
ク

ル
ー
プ
。
経
済
団
体
、
教
育
団
体
、
専
門
家
団
体
、
そ
の
他
の
団
体
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、
朴
政
権
第
一
期
(
経
済
)
、
同
第
二
期
(
教

育
)
、
全
政
権
(
専
門
家
)
、
特
に
中
心
が
な
い
(
そ
の
他
)
と
パ
タ
ー
ン

が
同
じ
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
バ
タ
ー
ン
は
、
す
で
に
触
れ
た

一
九
八
七

年
団
体
名
簿
で
の
一
分
析
(
図
1
1
C
)
と
か
な
り
の
程
度
照
応
し
て
い
る
。

∞
底
泰
愚
政
権
期
に
中
心
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
。
行
政
関
係
団
体
、
労
働

団
体
~
農
業
団
体
、
宗
教
団
体
が
そ
こ
に
入
る
。
宗
教
団
体
は
「
日
帝
」

時
代
や
朴
政
権
以
前
に
も
か
な
り
の
団
体
が
設
玄
さ
れ
て
い
る
と
い
う
特

徴
が
あ
る
。

ω金
泳
三
政
権
に
中
心
が
あ
る
グ
ル
ー
プ
。
政
治
団
体
、
市
民
団
体
、

そ
し
て
福
祉
団
体
を
含
め
た
。
但
し
、
福
祉
団
体
は
、
全
政
権
下
で
も
向

数
の
設
立
が
あ
り
、
第
一
の
パ
タ
ー
ン
と
の
混
合
で
あ
る
。

以
上
は
、
設
立
の
中
心
性
(
ど
の
時
期
ピ
最
大
の
設
立
数
が
あ
る
か
)

で
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
期
朴
政
権
以
前
、
第
二
期
一
朴
・
全
政

権
期
、
第
三
期
一
康
政
権
、
第
四
期
一
金
政
権
と
四
分
割
し
て
、
設
立
割
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合
を
見
て
み
よ
う
。
平
均
値
よ
り
多
い
割
合
で
設
立
し
て
い
る
団
体
分
類

を
取
り
出
せ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
期
に
多
い
の
は
、
宗
教
団
体
、
そ
の
他
で
あ
る
。

第
二
期
に
多
い
の
は
、
経
済
、
専
門
家
、
教
育
、
そ
の
他
の
団
体
で
あ

る。

政
治
、
宗
教
団
体

第
三
期
に
多
い
の
は
、
一
行
政
関
係
、
労
働
、
農
業
、

で
あ
る
。

第
四
期
に
多
い
の
は
、
政
治
、
市
民
、
福
祉
、
教
育
団
体
で
あ
る
。

こ
、つ
し
た
分
け
方
で
も
、
宗
教
団
体
を
除
け
ば
上
記
の
三
つ
の
グ
ル
ー

ピ
ン
グ
に
ほ
ぼ
照
応
し
て
い
る
。

日
本
の
場
合
は
、
同
様
に

J
I
G
S
テ
l
タ
か
ら
五
つ
の
パ
タ
ー
ン
を

抽
出
し
た
(
辻
中
・
森
一
九
九
八
)
。

い
ず
れ
の
場
合
も
、
戦
後
五

O
年
以
上
を
経
過
し
て
い
る
た
め
も
あ
り
、

戦
前
期
の
設
立
は
多
く
な
い
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
戦
前
と
戦
後
の
断
絶

も
大
丸
山
)。

日
本
の
五
つ
の
パ
タ
al

ン
は
そ
れ
ゆ
え
、
主
と
し
て
戦
後
の
設
立
形
成

の
型
の
違
い
に
由
来
す
る
。
敗
戦
直
後
に
爆
発
的
な
形
成
を
行
う
か
(
経

済
、
労
働
、
社
団
法
人
)
、
戦
争
直
後
だ
け
で
な
く
、
他
の
二
つ
の
{
六

0
年
代
、
八

0
年
代
初
頭
)
に
も
同
様
の
形
成
の
山
が
あ
る
か
(
一
専
門
家
、

教
育
、
福
祉
、
財
団
法
人
)
、
時
期
に
関
係
な
く
緩
や
か
に
設
立
が
続
く

タ
イ
プ
か
か
学
術
研
究
文
化
、
行
政
関
係
、
特
殊
法
人
)
、
徐
々
に
設
立

が
減
少
し
て
い
る
か
h

農
業
、
中
小
企
業
事
業
協
同
組
合
、
z

商
工
業
関
連



36 

日本における団体分類毎の設立年パターン図7-A
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団
体
)
、
近
年
、
八

O

|
九

0
年
代
に
設
立
が
多
い
か

体
)
で
あ
る
。

中
央
で
の
主
要
団
体
を
日
調
査
し
た
一
九
八

O
年
の
調
査
(
第
一
次
圧
力

団
体
調
査
)
の
分
析
で
は
、
戦
前
期
と
の
関
係
を
踏
ま
え
た
連
続
・
断
絶

問
題
を
考
、
え
な
が
ら
、

ω戦
前
期
の
団
体
が
多
い
行
政
関
係
、
専
門
家
。

ω戦
後
第
一
期
(
一
九
四
五
l

四
九
)
に
頂
点
を
形
成
す
る
経
済
(
大

企
業
・
頂
上
)
団
体
。

ω第
一
期
か
ら
第
二
期
二
九
五

O
i五
五
)
に
多
い
、
教
育
、
農
業
。

同
第
二
期
か
ら
第
三
期
二
九
五
六
l

六
七
)
に
多
い
、
労
働
、
経
済

(
中
小
企
業
)
。

向
山
第
三
期
か
ら
第
四
・
五
期
二
九
六
八
i

七
五
、
七
五
八

O
)
に

多
い
、
福
祉
、
市
民
政
治
団
体
。

の
五
パ
タ
ー
ン
を
識
別
し
、
産
業
セ
ク
タ
ー
団
体
(
経
済
大
企
業
、
農

業
)
、
政
策
受
益
団
体
(
教
育
、
経
済
中
小
企
業
、
福
祉
)
、
価
値
推
進
団

体
(
労
働
、
市
民
政
治
)
と
い
う
順
に
、
団
体
設
立
(
一
九
八

O
年
現
在

ま
で
存
続
し
た
団
体
の
設
立
)
が
進
行
し
、
そ
れ
は
(
発
展
志
向
型
国
家

に
お
け
る
)
団
体
の
政
治
過
程
へ
の
定
着
順
序
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
仮
説
を
提
出
し
た
(
村
松
、
伊
藤
、
辻
中
一
九
八
六
一
七
二

i

七
六
)
。
中
央
の
団
体
と

J
I
G
S
デ
!
タ
の
よ
う
な
よ
り
広
範
な
レ

ベ
ル
の
団
体
と
は
、
労
働
団
体
の
位
置
な
ど
に
違
い
が
見
出
さ
れ
る
。

一
般
的
に
み
て
産
業
セ
ク
タ
ー
、
政
策
受
益
、
価
値
推
進
国
体
と
い
う

形
成
の
順
序
は
、
あ
る
程
度
、
韓
国
で
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見

(
市
民
、

政
治
団
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、ぇ
マhv
。
他
方
、
韓
国
で
の
政
権
と
団
体
積
別
の
設
立
パ
タ
ー
ン
は
、
よ
り
端
的

に
政
権
の
政
策
的
力
点
の
反
映
で
あ
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
朴
政
権

第

一
期
の
経
済
団
体
、

同
第
二
期
の
教
育
団
体
、
全
政
権
の
専
門
家
団
体

と
福
祉
団
体
、
庶
泰
愚
政
権
と
民
主
化
開
始
に
よ
る
労
働
、
農
業
、
行
政

関
係
、
宗
教
団
体
の
噴
出
、
そ
し
て
金
泳
三
文
民
政
権
と
政
治
、
市
民
、

福
祉
団
体
の
噴
出
は
、
鮮
や
か
に
政
権
の
性
格
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
。

韓
日
の
共
通
点
と
し
て
は
、
経
済
、
専
門
家
な
ど
の
産
業
の
業
界
(
セ

ク
タ
ー
)
の
形
成
が
先
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ば
発
展
志
向
型
国
家

と
し
て
の
共
通
の
性
格
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
朴

政
椛
で
の
経
済
団
体
、
全
政
権
で
の
専
門
家
団
体
(
科
学
技
術
団
体
)
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本
と
同
時
期
に
近
い
時
点
で
多
く
の
団
体
が
設
立

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
韓
国
は
日
本
と
発
展
段
階
の
差
が
直
線
的
に

あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

一
般
的
に
こ
の
時
期
二
O
|
二
五
年
段
階
差
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
(
辻
中
一
九
九
四

四

四
五
|
四
四
八
)
か
ら
、

こ
の
時
期
の
こ
う
し
た
団
体
設
立
は
日
本
と
比
べ
て
極
め
て
早
期
に
導
入

さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
(
日
本
と
の
相
違
点
)
。

つ
ま
り
、
国
家

主
導
性
の
強
い
韓
国
で
は
ソ
フ
ト
と
し
て
の
「
団
体
」
制
度
の
早
期
輸
入

が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
共
通
点
は
、
ご
く
最
近
の
設
立
に
、
政
治
、
市
民
、
福
祉

団
体
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
韓
国
は
民
主
化
開
始
に
よ

っ
て
、

日
本
は
何

度
目
か
の
「
市
民
組
織
化
」
の
、彼
ゆ
え
に
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
が
、
現

象
的
に
は
類
似
し
て
い
る
。
両
国
で
の
発
展
志
向
型
国
家
の
変
容
と
い
う

共
通
性
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
う
し
た
種
類
の
団
体
の
存
続

期
間
が
短
い
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
結
果
が
帰
結
し
た
と
の
解
釈
も
可
能

で
あ
る
。
さ
ら
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
共
通
点
は
別
の

角
度
か
ら
み
れ
ば
相
違
点
と
も
な
る
。

両
者
の
相
違
点
と
し
て
予
想
さ
れ
る
の
は
、
第
一
に
行
政
関
係
団
体
な

ど
の
「
政
策
受
益
」
団
体
の
位
置
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
団
体

は
政
権
毎
に
作
り
直
さ
れ
た
ゆ
え
に
、
虚
泰
愚
政
権
以
後
近
年
の
設
立
が

多
り
の
か
も
し
れ
な
い
。
体
制
、
政
権
の
基
本
的
連
続
性
(
日
本
)
と
断

絶
性
(
韓
国
)
の
相
違
ゆ
え
と
推
察
さ
れ
る
。
第
二
に
、
労
働
お
よ
び
農

業
の
組
織
化
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
在
の
日
本
の
設
立
分
布
と
は
当
然
異
な

る
が
、
民
主
化
以
後
の
設
立
は
多
い
も
の
の
一
九
四
五
年
直
後
の
日
本
ほ

ど
の
噴
出
で
は
な
い
。
第
三
に
、
お
そ
ら
く
(
デ
ー
タ
だ
け
で
は
硲
認
で

き
な
い
が
)
宗
教
団
体
の
意
義
で
あ
る
。
日
本
と
は
ス
ケ
ー
ル
が
異
な
り
、

大
き
い
こ
と
、
さ
ら
に
古
く
か
ら
ま
た
最
近
ま
で
設
立
が
活
発
で
あ
る
。

5 

日
米
韓
三
カ
国
の
団
体
状
況
の
比
較

韓
国
の

一
九
八
七
年
以
後
の
団
体
状
況
は
ハ
日
本
、
ア
メ
リ
カ
と
の
比

較
の
上
で
ど
の
よ
う
な
相
対
的
位
置
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
四
つ
の
時

期
の
事
業
所
統
計
結
果
を
基
に
、
三
カ
国
の
団
体
絶
対
数
、
人
口
一
O
万

人
当
た
り
密
度
、
分
野
別
構
成
比
率
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

ア
メ
リ
カ
の
団
体
は
緩
や
か
に
増
加
し
て
は
い
る
が
、
密
度
の
点
で
は

停
滞
し
て
い
る
し
、
労
働
団
体
が
傾
向
的
に
減
少
し
て
い
る
ほ
か
は
、
ほ
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表 1 -4つの時期の非営利団体数:日本 ・アメ リカ・韓国

日本 (1996年) アメリカ(1995年)'

人口 人口

団体数 % 10万人当り 団体数 % ¥0万人当り

合計 37，982 100.0 30.3 93，754 100.0 35.6 

経済団体 14，728 38.8 11. 8 14，643 15.6 5.6 

労働団体 5，248 13.8 4.2 18，819 20. 1 i.2 

政治団体 840 2.2 0.7 l， 897 2.0 0.7 

市民団体 41，764 '14.5 15.9 

専門家団体 5，871 6.3 2.2 

学術団体 942 2.5 0.8 

その他の団体 16，224 42.7 13.0 10，760 11. 5 4.1 

日本(l99L年) アメリ カ(19901:)::ミ)

合計 36，140 100.0 29.2 88， 725 100.0 35. 5 

経済団体 13，798 38.2 11. 1 12，677 13.4 5.1 

労働団体 5，116 H.2 4.1 [9，246 23.4 7.7 

政治団体 828 2.3 0.7 1，653 1. l~ 0.7 

市民団体 39，999 44.8 16.0 

専門家団体 5，480 6.0 2.2 

学術団体 878 2.4 0.7 

その他の団体 15，520 42.9 12.5 9，670 10.7 3.9 

日本 (1986年) アメリ カ(1986年)

合計 33，668 100.0 27.7 85，546 LOO.O 35.4 

経済団体 13，386 39.7 11.0 11，637 13.6 4.8 

労働団体 4，. 816 14.3 4.0 20，577 24.1 8.5 

政治団体 790 2.3 0.7 1，315 l.5 0.5 
市民団体 37，067 43.3 15.3 

専門家団体 5，236 6.1 2.2 

学術団体 679 2.0 0.6 

その他の団体 13，997 H.6 11. 5 9，157 10.7 3.8・

日本 (1975年) アメリ カ(1976年)

合計 20，614 100.0 18.4 80，642 100.0 37.5 

経済問体 10，027 48.6 9.0 12，077 15.6 5.6 

労働団体 2，268 11. 0 2.0 22，265 27.6 10.3 
政治団体 532. 2.6 0.5 1，37L 1.7 0.6 
市民団体 33，854- 42.0 15.7 
専門家団体 3，746 4.6 1.7 
学術団体 455 2.2 0.4-

その他の団体 7，332 35.6 6.5 6，991 8.6 3.2 

El本 (1960ctf) アメリカ (1962ctF二)

合計 10，357 100.0 11‘1 62，553 100.0 34.6 
経済団体 4，698 45.4- 5.0 11，141 17.8 6.2 
労働団体 1， 572 L5. .L 1.7 18，976 30.3 10.5 
政治団体 169 1.6 0.2 815 1. 3 4.5 
市民団体 25，236 40.3 14.0 
専門家団体 1，558 2.5 8.6 
学術団体 147 1. l~ 0.2 

その他の団体 3，77l 臥36.4 4.0 4，816 7.7 2.7 

資料 :EJ本:総務Ff統計舟{事業所統計潟査報告トJ，各年版。
アメリカ :Counly Busi/less Ptll/erns， U. S.. sereau of Census 

車意図:終回統計腿 p肝炎総選総統計剰資報告誌は， 各年版。

線国 (1996年)

人口

団体数 % 10万人当り

13，078 100.0 29.2 

1，230 9.4 2.7 

1，552 U.9 3.5 

82i 6.3 1.8 

875 6.7 2.0 

8，594 65.7 19.2 

総医)(1991年)

4，103 100.0 9.5 

L 946 47.44.5 

497 12. 1 l.2 

645 15.7 l.5 

703 L7.1 1.6 

312 7.6 0.7 

斡国 (1986年)

5， 604 100. 0 13. 5 

3，309 59.0 8.0 

146 2.6 O. ，[ 

352 6.3 0.9 

733 13.1 1.8 

1，06'1 19.0 2.6 

韓国 (1981:年)

4，962 100.0 12.8 

3，576 72.1 9.2 

186 3.7 0.5 

207 4.2 0.5 

254 5.1 1.5 

739 14.9 1.9 

データなし (-[981)
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表2 4つの時期の非営不Ij団体の従業者数:日本・アメリカ・韓国

日本(l996'i'.) アメリカ (199S年)

ノ¥.1コ 人口

I:<JH本数 % 10万人当り 団体数 % 10万人当り

ノtコ主主iH' 236， 086 J 00. 0 188.6 834，475 100.0 317.3 
経済団体 99，388 42. J 79. -1 J 11，197 J3.:l 42.3 
労働団体 26，541 11. 2 21. 2 167，106 20.0 63. ;) 
政治団体 4，053 1.7 3.2 8，039 1.0 3.1 
市民団体 :386，113 46.3146.8 
専門家団体 60，313 7.2 22.9 
学術団体 9，800 4.2 7.8 

その他の団体 96，304 40.8 76.9 101，707 12.2 38.7 

日本(1991;芋) アメリカ (1990;r)

合計 209，973 100.0 169.5 792， 157 100.0 317.6 

経済団体 88，868 42.3 71. 7 98，504 12. -1 39.5 

労働団体 25，436 12.1 20.5 176，220 22.2 70.7 

政治団体 3，904 1.6 3.2 8，369 1.1 3.4 

市民団体 365，8J6 46.2 146.7 

専門家団体 55，579 7.0 22.3 

学術団体 8，741 4.2 

その他の団体 83，024 39.5 67.0 87，666 11.1 35.2 

日本 (1986年) アメリカ(l9$6o:n

バIコ""急ロt 178，541 100.0 147.3 727，760 100.0 302.4 

経済団体 81，831 45.8 67.5 90，159 12. -1 37.5 

労働団体 19，750 11. 1 16.3 168，939 23.2 70.2 

政治団体 4，457 2.5 3.7 6，791 0.9 2.8 

市民団体 326，816 44.9 J35.8 

専門家団体 48，023 6.6 20.0 

学術団体 7，433 4.2 6.1 

その他の団体 65，070 36.4 53.7 87，032 J 2.0 36.2 

日本(1975年) アメリカ(1976年)

ぷ1コ)..三IH 112，686 100.0 100.7 617，675 100.0 283.3 

経済団体 62，404 55.4 bコ.1 70，343 11. 4 32. :3 

労働団体 11，9II 10.6 10.7 164，129 26.0 75.3 

政治団体 3，284 2.9 2.9 6，286 l.0 2.9 

市民団体 270，03ヲ 43.7 123.9 

専門家団体 36，712 5.9 16.8 

学術団体 4，090 3.6 3.7 

その他の団f本 30，93J 27.4 27.6 70，116 11. 4 32.2 

日本 (1960年) アメリカ (1962年)

48，553 100.0 .52.0 386，36.5 100.0 207. 1 

経済団体 25，128 51. 8 26.9 5.5，063 H.3 29. :=; 

労働団体 8，608 17.7 9.2 106，162 27.5 56.9 

政治団体 667 1.4 0.7 3，428 0.9 1.8 

市民団体 169，366 43.8 90.8 

専門家団体 12，674 3.3 6.8 

:判布団体 1，803 1.9 

その他の団体 12，348 25.4 13.2 39，672 10.3 21. 3 

資料 日本・総務庁統計・j弓[事業所統計潟笈報告1，各if版。

アメリヵ:COUJlty 131日間似sPattl!円 15，U. S. Bereau of Census 

鱗l忍:(静岡統計勝 r事業餓謀総統計:lIWi主幸!H昔話n 各ij:版。

勝国(l996o{三)

人!コ

団体数 % 10万人当り

112，1:)1 100.0 250.1 
J 3，263 11. 8 29.6 
36，892 32.9 82.3 
3，893 3.5 8.7 

:=;，6i3 12.6 

:=;2，430 46.7 116.9 

韓国 (199Hj'-)

40，070 100.0 92.6 
21. 845 54.5 50. :) 

I，449 18.6 17.2 

3，753 9.4 8.7 

4，553 11. 4 10.5 

2，470 6.2 ::J.I 

韓国 (1986年)

53，212 100.0 128.0 

38，062 71. 5 91. 6 

1，823 3.4 4.4 

2，063 3.9 5.0 

6，049 J1.4 14.6 

5，215 9.8 12.5 

務国(l98]i手)

58，089 100.0 150.0 

51，150 88.1 132.1 

1，482 2.6 3.8 

968 1.7 2.5 

1，528 2.6 3.9 

2，961 5.1 7.6 

データなし(-1981) 



韓国の民間団体分布 (1996年)表3

書1)合(%)

合計 I 3861 100.0 

([t) 団体の分けプヲは以下のとおりである。

1.政治(艮絞統一，政治 ・行政・ 法律)

2.社会[ (市民，労組，農漁民，貧民，女性，背

:tf.) 

社会rr(保険医療，福祉，奉仕，生活，人権，
環境)

，¥.教育・文化(教育，言論・出版，文化芸術，体

育レジャー)

J. 宗教

6.学術(学会，学術)

7.経済(主要経済団体，経済経営団体，技術およ

び検査調査機関，研究機関，研究組合， 産業)

8.国際(国際、海外同胞)

9. その他(殺腔，趣味などの団体)

)

)

)

)

)

)

)

)

)
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団体数

521 

34 

695 

125 

616 

533 

313 

525 

'i99 

政治

社会[

市民

労組・他

社会[[

福祉

奉仕 ・環境他

教育・文化

宗教

ギリスト教

学術

経済

産業

第 1次

第 2次

第 3次

国際

その他

ぽ
現
状
維
持
を
示
し
て
い
る
。
団
体
従
業
者
数
で
は
九

O
年
頃
ま
で
は
成

長
を
続
け
て
い
た
が
、
現
在
は
そ
れ
も
停
滞
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
統
計

で
観
察
す
る
限
り
ア
メ
リ
カ
の
多
元
主
義
(
体
制
)
に
は
、

一
九
六

0
年

代
以
降
大
き
な
団
体
の
量
的
拡
大
は
見
ら
れ
な
い
。

次
に
日
本
を
ざ
っ
と
見
て
お
こ
う
。

日
本
は
、

す
で
に
見
た
よ
う
に
、

新
旧
団
体
の
混
在
し
た
一
九
四

O
i五
O
年
頃
に
は
ア
メ
リ
カ
を
凌
駕
す

る
水
準
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
整
理
が
す
す
み
漸
減
し
、
戦
後
体
制
が
軌

道
に
の
っ
た
一
九
六

0
年
代
初
頭
に
は
対
米
比
で
団
体
数
で
三
分
の
一
、

従
業
者
数
で
四
分
の
一
の
水
準
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
上
昇
に
転
じ
、
一
九

九
六
年
ま
で
に
団
体
密
度
で
ア
メ
リ
カ
の
八
五
%
、
団
体
従
業
者
密
度
で
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資料:市民新聞社編 fi韓国民間団体総覧j市民新聞
を1:，1996年。

また，以下の新聞記事も参照した。

「税国民間団体分析く 1>.1r市民新聞j1996 
年12月2EI 

「繰国民間団体分析<2 > J f市民新聞j1996 
年12月9日

「線国民間団体分析く3>J f市民新聞j1996 

年i2Fl16EI

「純国民間団体分析く4)Jr市民新聞J1997 
2ドl月 1日

五
九
%
ま
で
順
調
に
成
長
し
て
い
る
。

こ
の
ア
メ
リ
カ
や
日
本
を
規
準
と
す
れ
ば
、

、つ
る
か
。

表
ー
に
よ
れ
ば
、
団
体
密
度
で
韓
国
は
一
九
八

0
年
代
に
は
日
本
の
一

九
六

O

l七
五
年
水
準
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九

O
年
前
後
に
漸
減
し
、
そ

し
て
急
増
す
フ
Q

。
一
九
九
六
年
の
団
体
密
度
は
、
二
九
・
二
(
一

O
万
人

当
り
)
で
あ
り
、
一
九
九
一
年
の
日
本
の
密
度
と
同
じ
で
あ
り
、
ア
メ
リ

カ
の
八
割
強
の
水
準
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
表

2
に
示
す
団

体
従
業
者
の
密
度
で
あ
る
。
一
九
八

0
年
代
に
は
日
本
以
上
の
水
準
で
あ

っ
た
も
の
が
、
密
度
を
減
ら
し
続
け
同
時
期
の
日
本
の
半
分
ま
で
低
下
、

韓
国
は
い
か
に
位
置
づ
け



42 

団体種別分布の問機比較表4
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U

N
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注

注

カIl(年鑑)

]986 

25.1 

2.2 

5.5 

] 5.4 

8.8 

3.7 

]9.0 

英(年鑑)

]986 

40.5 

O. ] 

9.0 

.9.8 

7.4 

4.4 

J2.8 

米 (年鑑)

1986 

20.0 

1.J 

4. <j 

14.6 

6.5 

3.4 

日本(年鑑)

] 990 

40.5 

6.6 

3.1 

12.5 

]5.6 

J.J 

6.3 

3.7 

6.5 

7.5 

2.8 

東京茨城ソウル京畿道

TJGS ]lGS J<:lGS .KJGS 

19.5 ]5.6 

7.8 11.5 

2.5 29. 7 

8.8 2.6 

] 1. 0 

4.0 

3. I 

8.5 

分類

コドデータ作成に用いた資料は以下のi湿りて・ある。

東京)lGSおよび茨城_lIGS:JIGS調去にお付る問 ]

ソウJレKIGSおよび京鍛造K1GS:1くlGS調査における1:]]1 

日本(年鑑)1990: r全IB各種11H本名獲j株式会社シパ
米(年鑑)1986: ElIcyclotedia 01 Associaliol1s， G日leHescarch Compony 

英(年鑑)1986:ρirectol)・01βrill:，iI.4ぉocialiol1目C13])Rese出"ChLld. 

力日(年鑑)1986: lJireciolY 01 Assoclaliol1s ii1 COl1ar!a (7Ih. er!. 1.986-87)， Microll1cdia Ltd 

そ
札
が
一
九
九
六
年
に
は
再
び
日
本
(
一
八
八
・
六
/

一

O
万
人
当
り
)
を
凌
駕
し
(
韓
国
二
五

0
・一

/
同)、

ア
メ
リ
カ
に
迫
る
(
一
一
二
七
・
三
/
同
)
勢
い
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
注
目
点
は
、
団
体
分
野
の
構
成
比
で
あ
る
。

各
国
の
分
類
項
目
自
体
少
し
ず
つ
異
な
っ
て
お
り
、
大
雑

把
な
傾
向
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
興
味
深
い
各

国
の
違
い
と
と
も
に
、
韓
国
に
お
い
て
際
立
っ
た
変
化
が

見
出
せ
る
。
日
米
の
対
比
は
明
瞭
で
あ
る
。
日
本
は
経
済

団
体
の
優
位
、
ア
メ
リ
カ
は
市
民
団
体

(
次
い
で
労
働
団

体
)
の
優
位
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
比
率
の
安
定
度
は
高

く
、
日
本
は
緩
や
か
に
多
元
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
(
詳
細
は
辻
中

一
九
九
四
、
辻
中
一
九
九
七
)
。
韓
国

は
、
著
し
い
経
済
団
体
優
位
か
ら
九

O
年
前
後
に
は
一
九

七

0
年
代
の
日
本
と
類
似
し
た
梢
成
比
に
変
化
し
て
い
た
。

し
か
し
、
突
然
、
一
九
九
六
年
に
は
変
貌
し
、
「
そ
の
他

の
団
体
」
の
優
位
、
次
い
で
労
働
団
体
と
い
う
構
成
比
と

な
っ
た
。
市
民
団
体
と
い
う
分
類
が
日
韓
で
は
存
在
し
な

い
の
で
、
そ
の
他
の
団
体
と
は
、

市
民
団
体
を
含
む
と
考

え
ら
れ
る
。
数
字
で
見
る
限
り
、
韓
国
は
、
一
九
九

0
年

代
に
「
日
本
型
」
か
ら
「
ア
メ
リ
カ
型
」
へ
変
貌
し
た
の

で
あ
る
。

こ
う
し
た
「
大
変
貌
」
は
サ
ー
ベ
イ

(
K
I
G
S
)
結

果
と
も
整
合
的
で
あ
る
が
、
な
お
信
恐
性
を
疑
う
こ
と
も



で
き
る
。
つ
ま
り
、
統
計
規
準
の
変
更
や
そ
の
不
正
碑
さ
な
ど
に
よ
る

「
統
計
的
錯
誤
」
の
可
能
性
で
あ
る
。
次
節
で
は
、
韓
国
の
一
九
九

0
年

代
後
半
の
団
体
分
布
を
、
別
の
資
料
も
用
い
な
が
ら
記
述
す
る
が
、
そ
れ

に
よ
っ
て
こ
の
変
貌
の
信
活
性
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

6 

韓
国
の
団
体
分
布

こ

こ

で

最

後

に

援

用

す

る

市

民

新

聞

の

デ

ー

タ
に
よ
れ
ば
、
調
査
団
体
(
本
部
団
体
三
二

O
O
)
の
五
六
%
が
こ
の
一

O
年
(
一
九
八
七

l
一
九
九
六
)
に
設
立
さ
れ
た
新
興
団
体
で
あ
る
。
こ

れ
は
事
業
所
統
計
に
お
い
て
一
九
九
一

l

九
六
年
に
団
体
数
が
三
倍
増
し

て
い
る
こ
と
、
韓
国
サ
ー
ベ
イ
(
首
都
国

K
I
G
S
)
に
お
い
て
一
九
八

七
年
以
後
に
調
査
団
体
の
四
一
・
一
%
が
設
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
対
応

す
る
情
報
で
あ
る
。
爆
発
的
な
急
増
振
り
は
共
通
す
る
が
、
調
査
の
性
格
、

範
囲
、
母
集
団
の
違
い
か
ら
、
増
加
の
割
合
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。

な
お
事
業
所
統
計
が
全
数
悉
皆
調
査
で
あ
り
、
そ
の
把
握
数
一
三

O
七
八

公
示
教
団
体
除
く
)
は
市
民
新
問
調
査
(
把
握
本
部
組
織
七

0
0
0
強、

有
効
回
答
は
本
部
三
八
九
八
・
支
部
五
五
六
九
計
で
九
四
六
七
)
と
ほ
ぼ

対
応
す
る
数
字
に
な
っ
て
い
る
。

き
て
、
こ
の
市
民
新
開
調
査
で
韓
国
の
民
間
団
体
の
分
布
を
確
認
し
て

み
れ
ば
表

3
の
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
市
民
・
社
会
系
の
組
織
が
三

四
%
、
学
術
・
文
化
・
教
育
系
が
二
七
%
を
占
め
る
の
に
対
し
て
、
経
済

は
一
一
一
一
%
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
九
六
年
事
業
所
統
計
で
み
た

九
・
四
%
に
匹
敵
す
る
数
字
で
あ
る
。
一
九
九

0
年
代
以
前
に
見
ら
れ
た
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半
数
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
団
体
が
経
済
問
体
で
占
め
ら
れ
る
よ
う
な
経

済
団
体
優
位
の
状
況
と
は
本
質
的
に
異
な
る
。
こ
う
し
た
比
率
は
、

K
I

G
S
サ
ー
ベ
イ
で
も
同
様
で
あ
る
。
経
済
団
体
は
ソ
ウ
ル
で
一
一
%
、
京

畿
道
で
一
二
・
七
%
に
過
ぎ
な
い
。

こ
う
し
た
団
体
構
成
比
は
、
前
節
で
は
ア
メ
リ
カ
並
み
と
表
現
し
た
が
、

表
4
で
示
す
よ
う
に
同
様
な
性
格
を
持
つ
年
鑑
類
を
素
材
に
ア
ン
グ
ロ
サ

ク
ソ
ン
系
諸
国
と
比
較
し
て
み
て
も
遜
色
な
い
多
様
性
、
否
そ
れ
以
上
の

多
様
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
果
た
し
て
韓
国
の
団
体
状
況
は
発
展
志
向

型
の
経
済
団
体
の
優
位
を
脱
し
て
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
型
の
市
民
主
体

型
へ
と
完
全
に
転
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

む
す
び
に
か
え
て

l
i
市
民
的
多
元
主
義
の

体
制
化
か
、
自
由
化
に
よ
る
団
体
バ
ブ
ル
か
?

無
作
為
法
に
よ
る
サ
ー
ベ
イ
調
査
、
事
業
所
統
計
な
ど
政
府
統
計
、
民

間
団
体
総
覧
な
ど
年
鑑
類
な
ど
多
様
な
ナ
i

タ
を
用
い
、
ま
た
、
日
本
、

お
よ
び
ア
メ
リ
カ
な
ど
と
可
能
な
限
り
比
較
対
照
し
な
が
ら
、
一
九
八
七

年
以
後
の
韓
国
の
団
体
状
況
を
浮
き
彫
り
に
し
て
き
た
。
要
約
す
れ
ば
以

下
の
よ
う
に
な
る
。

す
べ
て
の
デ
!
タ
は
、
韓
間
に
お
い
て
、
加
速
度
的
に
、
と
り
わ
け
民

主
化
以
後
、
団
体
設
立
数
が
急
増
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
統
計
的
に

は
、
全
体
数
が
一
九
八
七
年
を
挟
む
五
年
で
四
分
の
三
に
減
少
し
、
そ
の

後
五
年
で
、
三
倍
増
と
い
う
激
変
を
示
す
。
経
済
団
体
の
急
減
が
目
立
つ
。
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公
品
ハ
皿
的
な
市
民
団
体
な
ど
様
々
な
団
体
を
含
む
「
そ
の
他
」
は
激
増
、
労

働
、
政
治
、
専
門
家
な
ど
も
増
大
傾
向
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
存
す
る
団

体
に
は
民
主
化
以
前
に
設
立
さ
れ
た
団
体
も
相
当
の
割
合
を
占
め
る
。
ま

た
民
主
化
開
始
以
前
り
記
録
で
は
、
第

一
期
朴
政
権
の
前
半
、
全
政
権
の

前
半
に
大
き
な
団
体
設
立
の
山
が
存
在
し
た
が
、
現
在
で
は
そ
の
痕
跡
は

僅
か
で
あ
る
。

こ
こ
で
み
た
よ
う
な
傾
向
は
か
な
り
韓
日
共
通
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

ω

多
数
の
団
体
設
立
が
な
す
山
は
、
歴
史
上
何
度
か
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が

す
べ
て
維
持
さ
れ
現
存
す
る
の
で
は
な
い
。

ω日
本
で
は
一
九
四
五
年
、

韓
国
で
は
一
九
八
七
年
以
前
の
団
体
の
相
当
数
が
消
滅
し
た
と
推
定
さ
れ

る。

ω増
大
刻
一
で
あ
り
な
が
ら
現
在
で
は
こ
の
痕
跡
は
弱
い
時
期
と
し
て
、

日
本
で
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
、
大
政
翼
賛
・
統
制
期
が
あ
る
し
、
韓

国
で
は
、
朴
、
全
政
権
の
初
頭
の
「
上
か
ら
の
団
体
革
命
」
が
あ
る
。
ま

た
韓
自

の
相
違
点
と
し
て
、
日
本
で

の
一
九
四
五
年
以
前
、
韓
国
で
の
一

九
八
七
年
以
前
の
団
体
の
消
滅
の
仕
方
が
、
や
や
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
体
制
変
化
の
「
前
後
」
の
状
況
の
相
違
に
由
来
す
る
と
推
察
で

き
ZG。団
体
分
類
毎
の
設
立
パ
タ
ー
ン
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
三
な
い
し
四
の

パ
タ
ー
ン
を
析
出
で
き
た
。
韓
日
の
共
通
点
と
し
て
は
、

ω経
済
、
専
門

家
な
ど
の
産
業
セ
ク
タ
ー
の
形
成
が
先
行
す
る
こ
と
、

ω政
治
、
市
民
、

福
祉
団
体
の
設
立
が
最
近
多
い
こ
と
で
あ
る
。
両
者
の
相
違
と
し
て
、

ω

「
政
策
受
益
」
団
体
の
位
置
、

ω労
働
お
よ
び
農
業
の
形
成
時
期
、

ω宗

教
団
体
の
意
義
の
差
を
指
摘
で
き
る
。

日
米
韓
の
三
カ
国
比
較
で
韓
国
を
位
置
づ
け
れ
ば
、
団
体
密
度
で
民
主

化
以
前
の
韓
国
は
日
本
の
半
分
の
水
準
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
六
年
に
は

日
本
並
み
、
ア
メ
リ
カ
の
八
割
強
の
水
準
で
あ
る
。
回
体
従
業
者
の
密
度

で
は

一
九
八

0
年
代
の
日
本
並
み
か
ら

一
九
九
六
年
に
は
日
本
を
凌
駕
し
、

ア
メ
リ
カ
に
迫
る
水
準
へ
急
上
昇
し
て
い
る
。

団
体
一
分
野
の
構
成
比
で
も
、
二
一
カ
国
の
差
異
と
と
も
に
韓
国
に
お
い
て

際
立
っ
た
変
化
が
見
出
せ
る
。
日
本
は
経
済
団
体
の
優
位
、
ア
メ
リ
カ
は

市
民
団
体
の
優
位
が
顕
著
で
安
定
し
て
る
。
韓
国
は
、
著
し
い
経
済
団
体

優
位
か
ら
、

一
九
九
六
年
に
は
市
民
団
体
を
含
む
「
そ
の
他
の
団
体
」
の

優
位
(
労
働
団
体
が
続
く
)
と
い
う
構
成
比
に
変
貌
し
た
。
韓
国
は
構
成

分
布
で
も
、

一
九
九

0
年
代
後
半
に
は
日
本
よ
り
ア
メ
リ
カ
に
近
い
。

こ
こ
で
の
主
要
な
発
見
は
、
韓
国
の
利
益
団
体
セ
ク
タ
ー
に
お
い
て
、

一
九
八
七
年
以
後
減
少
と
急
増
大
を
含
む
極
め
て
規
模
の
大
き

い
変
動
が

生
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
の
敗
戦
直
後
の
変
貌
と
あ
る
程
度
の

共
通
性
を
も
ち
、

「
対
比
し
う
る
」
体
制
変
容
が
生
じ
た
こ
と
を
推
測
さ

せ
る
。
他
方
、
両
者
の
相
違
点
も
明
白
で
あ
り
、
民
主
化
以
後
の
韓
国
に

お
け
る
旧
体
制
の

「
残
樺
」
も
し
く
は
民
主
化
以
前
の
旧
体
制
の
「
権
威

主
義
の
緩
み
」
を
推
測
さ
せ
る
。
団
体
設
立
の

パ
タ
ー
ン
分
析
で
も
、
日

本
と
の
共
通
性
と
相
違
点
が
確
認
さ
れ
た
。
最
後
に
韓
国
の
九

0
年
代
中

盤
の
団
体
分
布
が
比
較
対
照
さ
れ
、

そ
の
多
様
性
が
日
本
よ
り
も
分
散
的

で
あ
り
、
西
欧
先
進
国
な
み
で
あ
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
た
。
一
つ
一
つ
の

発
見
に
関
し
て
、
い
く
つ
か
の
仮
説
定
立
、
解
釈
の
可
能
性
が
あ
る
。
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本
論
の
最
初
の
問
題
設
定
に
一
戻
る
な
ら
ば
、
以
上
の
デ
ー
タ
か
ら
、
韓

国
が
一
九
八
七
年
以
降
、
権
威
主
義
的
体
制
か
ら
相
当
な
利
益
団
体
を
誇

る
多
元
主
義
、
自
由
民
主
主
義
へ
と
類
型
的
に
移
行
し
た
と
述
べ
る
こ
と

(ロ)

は
説
得
的
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
我
々
は
韓
国
の
国
家
が
な
お
完
全
に
は
、

団
体
へ
の
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
的
な
芸
一
蹴
や
権
威
主
義
的
な
団
体
強
制
の

制
度
を
捨
て
き
っ
て
い
な
い
こ
と
も
見
落
と
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
と

同
時
に
、
こ
う
し
た
市
民
的
多
元
化
は
、
す
で
に
示
唆
し
た
よ
う
に
、
日

本
の
敗
戦
直
後
と
似
た
、
自
由
化
の
爆
発
的
一
筋
撃
に
よ
る
一
時
的
な
「
団

体
バ
ブ
ル
」
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
階
級
政
治
の
担
い
手
で

あ
る
労
働
・
経
済
団
体
か
ら
団
体
形
成
の
重
心
は
公
益
的
な
利
益
団
体
に

移
行
し
た
こ
と
も
表
見
的
に
は
確
実
で
あ
る
が
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は

な
お
留
保
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
つ
ま
り
、
当
初
の
問
題
設
定
に
対
し
て
、

現
時
点
で
は
以
下
の
よ
う
な
三
つ
の
シ
ナ
リ
オ
(
解
釈
)
の
余
地
が
残
さ

れ
て
い
る
。

シ
ュ
ミ
ッ
タ
ー
が
予
測
し
た
よ
う
に
、
現
状
は
国
家
コ

l
ポ
ラ
テ
イ
ズ

ム
か
ら
の
政
治
発
展
(
解
放
)
の
過
程
で
多
元
的
「
混
乱
」
、
団
体
バ
ブ

ル
が
生
じ
て
い
る
と
の
仮
説
も
成
り
立
つ
(
シ
ナ
リ
オ

1
)
。
ま
た
、
韓

国
は
、
日
本
の
軌
跡
や
シ
ュ
ミ
ッ
タ
!
の
予
測
と
も
異
な
る
軌
道
上
に
あ

る
と
の
推
測
も
成
り
立
つ
。
即
ち
韓
国
は
、
日
本
を
越
、
え
て
多
一
万
佑
し
つ

つ
あ
り
、
そ
れ
は
混
乱
で
な
く
、
よ
り
西
欧
的
な
多
元
、
王
義
体
制
と
し
て

「
安
定
」
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
(
シ
ナ
リ
オ

2
)
。

そ
し
て
も
う
一
つ
の
可
能
性
は
、
確
か
に
西
欧
型
と
い
っ
て
良
い
ほ
ど
現

在
の
間
体
セ
ク
タ
ー
は
多
元
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
韓
国
の
も
つ
「
政
治

化
し
易
い
文
化
と
エ
リ
ー
ト
中
心
の
社
会
構
造
が
団
体
構
造
に
反
映
し

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
韓
国
社
会
の
基
底
で
は
な
お
伝
統
的
な
柴
田
構
造

が
支
配
的
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
発
見
は
上
層
部
分
の
政
治
的
多
元
化
に
過

ぎ
な
い
と
い
う
見
方
も
成
り
立
つ
(
シ
ナ
リ
オ

3
)
。

韓
国
の
市
民
セ
ク
タ
ー
は
一
九
九
七
年
以
後
の
経
済
危
機
と
一
九
九
八

年
以
後
の
金
大
中
政
権
下
で
如
何
な
る
変
容
を
遂
げ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
う

し
た
三
つ
の
シ
ナ
リ
オ
か
ら
も
、
山
能
章
集
二
九
九
七
)
の
言
う
「
発
育

不
全
の
民
主
主
義
」
規
定
の
当
否
は
こ
の
団
体
セ
ク
タ
ー
の
把
握
如
何
に

か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
新
た
な
仮
説
が
経
験
的
な
計
量
記
述
的
な
比

較
に
よ
っ
て
実
証
的
に
提
示
さ
れ
た
。
そ
の
更
な
る
検
証
は
よ
り
ミ
ク
ロ

レ
ベ
ル
で
の
実
証
的
な
検
討
と
事
例
研
究
に
開
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
1
)

「
国
民
の
大
団
結
と
偉
大
な
国
家
へ
の
前
進
の
た
め
の
特
別
宣
言
」

(
与
党
康
泰
愚
民
正
党
代
表
委
員
、
大
統
領
候
補
指
名
者
)
一
九
八
七

年
六
月
二
九
日
付
け
。
大
統
領
選
挙
直
接
制
(
改
憲
)
の
笑
施
、
政

治
犯
拘
束
者
(
金
大
中
氏
)
釈
放
、
一
言
論
自
由
保
障
、
地
方
自
治
制

笑
施
、
大
学
自
律
佑
、
反
体
制
運
動
家
の
赦
免
、
復
権
な
ど
を
宣
言
。

七
月
一
日
全
斗
燥
大
統
領
が
全
面
受
容
し
て
、
与
野
党
大
妥
協
の
も

と
民
主
化
が
開
始
さ
れ
た
(
金
一
九
九
一
二
一
九
七
、
三
七
一
ー
ー
一
二
七

一一一)。

(
2
)

権
威
主
義
コ
!
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
に
つ
い
て

h
y
E
E∞
少
金
一
九

八
七
な
ど
。
韓
国
で
の
民
主
化
以
前
の
体
制
規
定
に
関
し
て
は
、
権

威
主
義
が
中
心
で
あ
る
が
、
利
益
集
団
論
で
は
国
家
コ

i
ポ
ラ
テ
イ

ズ
ム
を
、
王
と
し
、
多
元
主
義
を
従
と
す
る
「
弁
証
法
的
な
思
考
」
が
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支
配
的
で
あ
っ
た
(
李
・
ナ
ム

一
九
九
三
)
。

(3
)

階
級
政
治
に
つ
い
て
、
階
級
と
い

う
用
語
は
な
お
支
配
的
で
は
な

く
、
同
様
の
現
象
を
指
し
て
よ
り
広
い
「
葛
藤

g
コ
宗
の
こ
と
い
う
用

語
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い

。
金

一
九
九

三

四

六
五
|
四
九
九
。

共
著
者
の
李
政
照
は
、
民
主
化
以
後
の
利
益
団
体
と
選
挙
の
関
係
を

一
覧
し
て
追
求
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
彼
の
発
見
し
た
仮
説
は
、

「
九

0
年
代
に
お
け
る
漸
進
的
な
階
級
政
治
の
衰
微
と
八
ム
共
利
益
団
体
の

意
義

の
増
大
」
で
あ
る

(李

一
九
九
O
、
一
九
九
二
、

一
九
九

六、

一
九
九
七
。

F
2
5
2岨

5
2
)
。

(
4
)

本
稿
で
用
い
る
よ
う
な
、
利
益
団
体
の
計
量
的
把
握
、
団
体
へ
の

無
作
為
サ
ー
ベ
イ
自
体
が
、
日
韓
両
国
で
比
較
可
能
な
形
で
な
さ
れ

る
の

は
初
め

て
で
あ
る。

仮
説
の

実
証

で
な
く
、

提
出
を
目
的
と
す

る
本
稿
で
は
有
意
義
で
あ
る
。
但
し
、
本
稿
で
は
、
利
益
団
体
世
界

の
政
治
的
体
制
に
占
め
る
意
味
の
大
き
さ
、
比
重
に
つ
い
て
は
分
析

し
て
い
な
い

。
韓
国
の
利
益
団
体
は
そ
の
各
セ
ク
タ
ー
で
の
統
合
力

が
相
対
的
に
弱
い
と

い
う
見
方
が
強
い

。
そ
う
し
た
比
重

の
速

い
を

押
さ
え
な
い
比
較
は
的
外
れ
に
終
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
こ
れ

も
研
究
の
戦
略
問
題
で
あ
り
、
マ
ク
ロ
か
ら
メ
ゾ
へ
、
計
量
か
ら
ケ

ー

ス
へ
と
い
う
戦
略
を
我
々
は
取
っ
て
い
る
。
理
論
的
に
も
政
治
体

制
と
利
故
国
体
の
関
係
を
い
か
に
捉
え
る
か
は
重
要
だ
が
、
本
稿
の

よ
う
な
経
験
的
な
検
討
の
後
に
そ
れ
は
行
う
こ
と
と
し
た
。

(
5
)

佐
藤
一
九
九
二
、
但
し
歴
史
的
に
は
逆
に
対
照
的
な
違
い
が
あ
る

こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

(
6
)

日
米
韓
の
産
業
人
口
構
成
に
よ
る
類
似
性
に
つ
い
て
辻
中
一
九
九

四
一
四
一
ニ
八
|
四
四
五
。

(
7
)

こ
こ
で
示
し
た
三
つ
の
対
体
制
概
念
か
ら
八
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
構

成
で
き
る
が
、
そ
う
し
た
詳
細
な
類
型
と
利
益
団
体
の
関
係
に
つ
い

て
の
認
識
が
本
稿
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
詳
述
で
き
な

い
が
、
山
口

一
九
八
九
、
辻
中

一
九
八
八
、
辻
中

一
九
九
七
、

一
九

九
四
、
ペ
ン
ペ
ル
・
包
川
一
九
八
四
な
ど
参
照
。

(
8
)

こ
の
団
体
数
の
底
を
示
す
一
九
五
七
年
の
日
本
に
お
け
る
経
済
団

体
と
労
働
団
体
の
比
率

(詩
宗
4
J氏
、
牽
)
を
比
較
す
れ
ば
、
団
体
事

業
所

べ
!
ス
で

一
・
六
六
、
従
業
者
ベ
ー

ス
で
二

・
O
ニ
と
な
り
、

統
計
上
も
っ
と
も
接
近
し
た
時
期
で
あ
る
。
逆
に
、
韓
国
で
は
、
底

の
時
期
の
一
九
九
一

年
に

は
経
済

・
労
働
比
は
三
・
九
二

で
あ
る
の

に
対
し
、
急
上
昇
し
た

一
九
九
六
年
に
団
体
数
で
も
、
従
業
者
数
で

も
山
労
働
が
経
済
を
凌
駕
す
る
と
い
う
驚
異
的
・
画
期
的
な
事
態
が
発

生
し
て
い
る
。
比
率
は
団
体
事
業
所
べ

l
ス
で

0
・
七
九
、
従
業
者

ベ

!
ス
で

0
・一一
一
六
と
な
る
。
こ

の
点
で
も、

こ
の
時
期
の
相
違
が

見
出
さ
れ
る
。

(9
)

こ
の
期
の
複
雑
な
団
体
状
況
に
つ
い
て
は
石
田

一
九
七
八
、

二
、

四
章
が
詳
し
い
。
ま
た
戦
前
戦
後
の
連
続
性
に
つ
い
て
山
之
内
・
コ

ー
シ
ュ
マ

ン

・
成
田
一
九
九
五
の
第
三
部
各
章
参
照
。

(
叩
)
こ
れ
は
営
利
企
業
の
場
合
と
は
や
や
異
な
っ
た
結
果
と
な
っ
て
い

る
。
常
利
企
業
で
は

一
九
五
七
年
で
三
二

・
九
%
、

一
九
八

一
年
で

九
、
九
%
が
戦
前
設
立
を
報
告
し
て
お
り
、
団
体
で
の
一
四
・
五
%
、

三
・
O
%
よ
り
高
い
。

(日
)

質
的
な
展
開
は
あ
り
う
る
。
例
え
ば
、
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
の
集
中
、

政
治
的
活
動
の
拡
大
な
ど
は
検
証
で
き
る
(
辻
中

一
九
八
八
)
。

(
ロ
)
本
稿
で
は
、
特
に
権
威
主
義
か
ら
自
由
民
主
主
義
へ
の
政
治
体
制

の
変
化
と
利
益
団
体
の
関
係
に
注
目
し
た

が、

団
体
セ

ク
タ
ー

の
変

動
は
、
こ
れ
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
本
文
で
も
明
記
し
た
よ

う
に
権
威
主
義
体
制
で
の
国
家
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
ー
的
な
動
員
(
団

体
革
命
)
や
工
業
化
、
地
球
化
と
い
っ
た
社
会
的
な
内
在
、
外
在
要



国
に
よ
っ
て
も
変
容
す
る

こ
と
は
一
一
一
一
口
う
ま
で
も
な
い
。

最
後
の
要
因

の
占
め
る
韓
国
で
の
比
重
一
に
つ

い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

(
日
)
そ
こ
に
は
、
労
働
組
合
な
ど
社
会
団
体
一
般
へ
の
公
然
た
る
政
党

選
挙
活
動
の
禁
止
、

地
方
選
挙
の
政
党
関
与
の
禁
止
、
社
会
団
体
の

主
務
主
管
官
庁
へ
の
登
録
制
、
団
体
の
利
説
表
出
と
重
な
る
国
家
の

関
連
利
故
機
関
の
存
在
(
消
費
者
保
護
院
、
女
性
開
発
研
究
院
な
ど
)

が
あ
る

(李

一
九
九

O
)
。

(M)

日
本
の
軌
跡
を
見
れ
ば
、
敗
戦
直
後
の
団
体
噴
出
は
、
正
統
性
の

転
換
に
よ
る
労
組
、
農
民
団
体
、
市
民
団
体
組
織
の
政
治
過
程
へ
の

登
場
を
画
期
づ
け
た
も
の
の
、
多
く
の
団
体
、
特
に
市
民
間
体
は
存

続
力
な
く
消
滅
し
、
一
九
六

O
l七
0
年
代
以
降
の
市
民
運
動
、

一

九
入

O
l九
0
年
代
の

N
P
O
の
法
人
化
の
問
題
ま
で
政
治
過
段
へ

の
関
与
は
部
分
的

・
散
発
的
で
あ
っ
た
。

(
日
)
筆
者
連
は
、
日
韓
の
、
不
ッ

ト
ワ
ー
ク
分
析
を
用
い
た
ミ
ク
ロ
、
メ

ゾ
レ
ベ
ル

の
検
討
を
、
地
球
環
境
政
策
に
関
し
て
同
時
に
行
っ
て
い

る
。
日
本
に
つ
い
て
は
止
中
・
石
生
・
一
二
輪
一
九
九
七
参
照
。
ま
た

本
デ
ー
タ
を
用
い
て
も
、
影
響
力
変
数
と
団
体
分
類
、
設
立
年
を
ク

ロ
ス
分
析
す
る
な
ど
、
意
義
確
定
の
た
め
の
分
析
を
続
け
て

い
る
。

ウ
ィ
ル
ソ
ン
、
グ
ラ
ハ
ム
、
K
一
九
八
六
「
合
衆
国
に
は
何
故
コ
ー
ポ
ラ

テ
イ
ズ
ム
が
な
い
か
」

m
-
C
・
シ
ュ
ミ
ツ
タ
|
、
G
・
レ
!
ム
ブ

ル
ツ
ブ
山
口
定
監
訳
「
現
代
コ

i
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム

H
l先
進
諸
国
の

比
較
分
析
』
木
鐸
社
。

グ
レ
イ
ザ
l
、

B
-
G
、
A
・
L
-
ス
ト
ラ
ウ
ス

一
九
九
六
(
原
著
一
九

六
七
)
「
デ
ー
タ
対
話
型
理
論
の
発
見
l
調
査
か
ら
い
か
に
現
論
を
う

み
だ
す
か
』
新
開
社
。

下
平
好
博

一
九
九
四
「
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム

と
経
済
パ
フ
方

!
?
ン
ス
」

稲
上
毅
・

H
-
ウ
ィ
ッ
タ
カ
1

・
逢
見
直
人
・
篠
田
徹
・
下
平
好
博
・

辻
中
山
畳
一
九
九
四
『
ネ
オ

・コ

l
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
の
国
際
比
較
』

日
本
労
働
研
究
機
構
三
七
六

i
四
一
二
。

シ
ュ
ミ
y
タ
l
、

me
C
-一
九
八
四
「
い
ま
も
な
お
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ

ズ
ム
の
世
紀
な
の
か
」
町

・
C

'
シ
ュ
ミ
ツ
タ

l
、
G
-
レ
!
ム
ブ

ル
ッ
フ
(
山
口
定
置
訳
)
(
高
橋
進
・
辻
ー
中
山
忠
・
坪
郷
寅
共
訳
)
一
九

八
四
「
現
代

3
1
ポ
ラ
テ
イ

ズ
ム

I
l団
体
統
合
主
義
の

政
治
と
そ

の
理
論
』
木
鐸
社

.
二
一
ニ
ー
ー
一

O
O。

ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
チ

ャ
ル
マ

|
ズ
(
中
本
義
彦
訳
)
一
九
九
四
「
麗
史
は
再

び
始
ま
っ

た
l

ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
関
係
」
木
鋒
社
刊。

慎
斗
範
一
九
九
三
『
韓
国
政
治
の
現
在
l
民
主
化
へ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
』

有
斐
閣
。

山
怯
輩
集
(
中
村
福
治
訳
)

一
九
九
七
「
現
代
韓
国
の
政
治
変
動
l
近
代
伯

と
民
主
主
義
の
睦
史
的
条
件
』
木
鐸
社
。

ダ
i
ル、

R
-
A
、
C
・
E
-
リ
ン
ド
プ
ロ
ム
(
磯
辺
浩
一
訳
)
一
九
六

一
「
政
治
・

経
済
・
厚
生
』

東
洋
経
済
新
報
社
。

辻
中
山
中
忠
一
九
九
八
「
成
熟
社
会
に
お
け
る

N
G
0
・
N
P
0
・
市
民
活
動

団
体
」
成
田
憲
彦
編
「
次
の
時
代
を
担
う
日
本
の
新
し
い

組
織
と
グ

ル
ー
プ」

N
I
R
A
研
究
報
告
書
。

参
考
文
献
(
邦
文
)

ヂ
景
徹
一
九
八
六
「
分
断
後
の
韓
国
政
治
』
木
鐸
社
。

石
田
雄
一
九
七
人
「
現
代
政
治
の
組
織
と
象
徴
」
み
す
ず
書
房
。

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
イ
ー
ス
ト
ン
(
山
川
雄
己
監
訳
)
一
九
九
八
『
政
治
構
造

の
分
析
」

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房。

金
浩
鎮
(
李
健
雨
訳
)

一
九
九
一
一
一
『
韓
国
政
治
の
研
究
』
一
一
一
一
致
問
房
。

佐
藤
誠
三
郎

一
九
九
二
「
死

の
跳
躍
を
超
え
て

l
西
洋
の
衝
撃
と
日
本
」

都
市
出
版
。
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し
て
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記
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李
政
配
…
一
九
九
七
「
斡
図
利
益
集
団
の
第
四
回
地
方
選
挙
へ
の
参
加
戦

略
」
一
.
議
政
研
究
」
第

3
集
一
二
四
九

l
二
七
O
。

李
政
配
二
九
九
六
「
市
民
団
体
の
政
治
的
な
役
割
と
課
題
」
『
政
策
論
壇
」

秋
口
一
勺
一
一
六
九
一
七
七
。

卒
政
悦
二
九
九
四
「
利
続
日
柴
田
の
構
成
員
の
政
治
意
識
と
政
治
行
動
」

「
韓
国
政
治
学
会
報
』
幻
集
2
号
一

二
四
五
|
二
六

O
。

李
政
配
二
九
九
二
「
韓
国
の
利
益
集
団
の
選
挙
戦
略
の
研
究
一
回
目
総

選
挙
を
中
心
に
」
韓
国
政
治
学
会
編

『
選
挙
と
韓
国
政
治
』
ソ
ウ
ル
、

韓
国
政
治
学
会
.
一一
二
七
!
一
二
四
三
。

李
政
配
…
一
九
九
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韓
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共
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の
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治
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1
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一
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九
l

一
O
一ニ。
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…
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ヨ
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韓
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利
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の
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と

方
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」
金
技
法
他
編
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韓
国
政
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研
究
の
対
象
と
方
法
」
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ウ
ル

ハ
ン
ウ
ル
出
版
、
所
収
。

金
永
来
一
九
八
七
「
韓
間
の
利
益
集
団
」
大
旺
社
。

(
付
記
)
本
論
文
の
基
礎
と
な
る
研
究
に
対
し
て
以
下
の
助
成
金
の
支

援
を
受
け
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
文
部
省
国
際
学
術

共
同
研
究
(
宕
宏
ム
O
N
G
、
辻
中
山
車
代
表
)
、
文
部
省
科
学
研
究
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器
拡

C
企
画
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弓
∞
C
M
C
C
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、
辻
中山出
品
代
表
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サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団

助
成
金
(
辻
中
盤
代
表
)
、
松
下
国
際
財
団
助
成
金

(辻
中
盛
代
表
)。

ま
た
本
稿
で
の
デ
ー
タ
収
集
、
分
析
に
関
し
て
は
、
朴
盛
影
、
三
輪

博
樹
氏
を
初
め
と
す
る
筑
波
大
学
国
際
政
治
経
済
学
研
究
科
大
学
院

生
、
供
性
尚
氏
(
高
一
一脱
大
学
校
行
政
問
題
研
究
所
)
ほ
か
高
腿
大
学

校
行
政
学
研
究
科
大
学
院
生
の
多
大
な
協
力
を
得
た
。
記
し
て
感
謝

の
意
を
表
し
た
い
。
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